
翻
刻
解
題

宇
罰
蔵
書

-、
）
ヽ

.~—-...•• 
,
J
-

：1ー，＇ー
・・・：
；
：・
i.•••••
•••• 
9
'"'"
""""""'"
'
"
 ,； 
．．．．
 

i
i
・・
・・・；

―．．．．． 

i
!
 

•
t 

/
 

．
 

¥

f
 

ヽ
、
3
/
.

,’

涵
ふ
ま
る
人

]
 

.

I

1

1

・

・

'

[

賃

・

・

9

1

;
／_ 

ー[.．
 

9

崎
蕩
椅
園
克
主
免
哨

9
•
E

出
I
i
1
•一
．

合
i.ヘ

百

ノ
'
.
'
：
|
＇
，

9
9
9

叶

：
し
、
i
I
'
i

[

l

和
拷
例

／ー
1
’

・
ヤ

i
r

し

9

9
9
9
1
_
i
,

．

I
'

，

1
•ー
・

'ク•
口
互
っlぎ
互
忍
〗
一右
尤
＂
杞
‘
詞
す
り
も
＊
立
喧

ノ

1
 

f

・・

i

そ‘

-
9
l
名
石
r

、

高
tー
ぬ
t
つ
卜
財
”
後
見
＞

両
語
之
異

＿b

/
 

9

1

1

 

一

•
ゲ-

知
妊
T

言
へ
炉
ヽ
D
•
V
-
0了
‘
倍
•
卜
両
翠
イ
ヘ
店
泊
梧
さ
叉

5
-

一

9

9

 

~
 

蒻
；
石

7
人
り
い
ー
、人
t

、卜
訳
ス
ベ
ャ

i杞
ぃ

1
人
；
杖

一

,
'
•
9
,
9
9
9
1

・

；

ス
ベ
キ
名
ヤ
'
>
岳
喜
多
y
豹
他
I

詞
）
叫
丑

tti

――
 

-!

|

I

、

『
蘭
学
生
前
父
』

文
庫

8
B
5
7

杉

本

つ

と

む

校

閲

寺
田
智
美
翻
刻
・
解
題
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尾
題
成
立
書
写
印
記

装
釘
表
紙
書
名
著
者
構
成

元
装

、

袋
綴

•

四
針
眼
、
写
本
猪
紙
、
一
冊
。

き
は
だ
色
。
竪
二
三
0
ミ
リ
X
横
一
六

0
ミ
リ
。

外
題

（題
策
な
し
）
蘭
学
生
前
父

（打
付
書
き
）
、
内
題

中
野
柳
圃

三
二
丁
。
ま
え
が
き
、
序
な
し
。
墨
付
本
文
三

一
丁
‘
遊
び
紙

一
丁
。
丁
付
な
し
。

半
葉
有
界
一

―
行、

一
行
約
二
五
字
詰
。
匡
郭
内
、
竪
―
二
五
ミ
リ

x横
一
八
九
ミ
リ
。

本
文
漢
字
片
仮
名
ま
じ
り
文
、
和
訳
部
分
は
漢
字
平
仮
名
ま
じ
り
文
。

閾
学
生
前
父
大
尾

（二
四
オ
）

未
詳
。
文
化
四

(-
八
0
七
）
年
以
前
。

宇
田
川
拾
庵
写
、
書
写
年
代
未
詳
。
料
紙
板
心
ら
風
雲
堂

宇
田
川
蔵
書
（
朱

・

方
・
陽
）
、
宇
田
川
図
書
（
朱

・

丸
•

陽
）。
W

.

Jo
o
a
n
 
(朱

・
陽

・
ロ
ー
マ
字
筆
記
体
）
。

八
凡
例
＞

翻
刻
に
あ
た

っ

て
は
原
本
を
忠
実
に
再
現
す
る
よ
う
に
努
め
、
平
仮
名
・
片
仮
名

・

漢
字
の
別
•
お
ど
り
字
・
細
字
双
行
な
ど
は
本
文
ど
お
り
と
し
た

。

た
だ
し
、
次
の
諸
点
に
つ
い
て
は
改
め
た
。

〇
原
本
の
朱
書
に
は
す
べ
て

〈朱
〉
と
与
え
た
。

〇
訂
正
は

〔

〕
内
に
抹
消
さ
れ
た
部
分
を
示
し
た
。
朱
書
に
よ
る
訂
正
に
は

〈朱
〉
と
与
え
た
。

〇
原
本
で
挿
入
さ
れ
た
部
分
は
特
に
区
別
し
な
か

っ
た
。

〇
〈
」
〉

は
改
丁
の
し
る
し
と
し
た
。
オ
は
表
、
ウ
は
裏
を
示
す
。

0
字
体
は
現
行
の
も
の
に
直
し
た
。

〇
欄
外
の
記
載
は
該
当
箇
所
に
□
9
9
9
]

で
示
し
た
。

0
文
中
の
枠

（
□
[□
）

は
す
べ
て
朱
で
書
か
れ
て
い
る
た
め
、
特
に

〈朱
〉
と
こ
と
わ
ら
な
か

っ
た
。

蘭
学
生
前
父
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闘

「蘭
学
生
前
父
」

S
p
r
e
e
k
e
n
 

g
e
s
p
r
e
e
k
e
n
 

切
ル
、
語

蘭
語
三
世
名
目

崎
陽

蘭
学
生
前
父

未
来
或
ハ
使
令
ノ
語
二
用
ユ

現
在
過
去
或
ハ
仮
令
ノ
語
二
用
ユ

柳
圃
先
生
発
明

和
語
例ぬ

つ

き

お

つ

し

ろ

し

ぬ

る

つ

る

し

お

つ

る

し

ろ

き

両
語
之
異

和
語
ニ
ハ
言
ヘ
ル
人
0

言
へ
る
語
0

卜
両
様
ニ
イ
ヘ
任
蘭
語
ニ
ハ
言
た
る
語
卜
言
つ
る
人
い
ひ
し
人
ナ
ト
訳
ス
ベ
キ
ハ
ア
レ
圧
い
へ
る
人

卜
訳
ス
ベ
キ
者
ナ
シ
此
類
猶
多
シ
動
他
ノ
詞

豆
江
這
二
而
已
此
異
ア
」
リ
然
レ
バ
い
へ
る
人
い
ひ
つ
る
人
左
ノ
ミ
差
別
ナ
シ
ト
見
タ
リ

（
］
オ
）

但
シ
隕
ぬ
る
石
隕
た
る
石
ナ
ド
ハ
差
別
ア
リ
自
動

ノ
詞
隕
ハ
自
動
ナ
リ
ナ
レ
バ
也

V
o
o
r
 le
d
e
n
t
i
jd
.
 

t
e
g
e
n
w
o
o
r
d
1g
.
 tijd 

t
o
e
k
o
o
m
e
n
d
e
 t
ij
d
 

言
フ
言
ツ

ク
詞
ナ
リ
ぬ
と
つ
ト
ノ
別
ハ
後
二
見
タ
リ

右
ナ
ル
ハ
切
ル
、
詞
ナ
リ
左
ナ
ル
ハ
続
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w
i
t
 Z
ijn 

g
e
s
p
r
e
e
k
e
n
 h
a
d
d
e
n
 

g
e
s
p
r
e
e
k
e
n
 Z
1Jn 

g
e
s
p
r
e
e
k
e
n
 w
a
r
d
e
n
 

Z
o
u
d
e
n
 s
p
r
e
e
k
e
n
 

S
p
r
e
e
k
e
n
 

V
a
ll e
n
 

g
e
v
a
ll
e
n
 h
e
b
b
e
n
 

g
e
v
a
ll
e
n
 h
a
d
d
e
n
 

g
e
v
a
l
l
e
n
 Z
1Jn
 

g
e
v
a
l
l
e
n
 w
a
a
r
e
n
 

N
巳
!e
n
v
a
ll
e
n
 

Z
o
u
d
e
n
 v
a
ll
e
n
 

白
か
り
き
白
ク
ア
リ
キ

白

v
白
ク
ア
リ

言
へ
り
き

隕
ん

是
時
モ
多
ク
ハ

Z
i
j
n

卜
云
ヘ
リ

是
ハ
事
跡
ノ
事
業
ナ
リ

現
在
ノ
過
去
ノ
時
ハ

隕
べ
し

隕
き
な
ん

〈朱
〉

言
ひ
て
ん
隕
な
ん
ノ
て
ん
な
ん
和
語
ノ
素
〔
索
〕

〈朱
〉

〈

朱
〉

〈

朱
〉

つ
、
つ
る
、
つ
れ
、
ヲ
帯
ブ

w
it 
w
a
r
e
n
 

Z
u11
e
n
 s
p
r
e
e
k
e
n
 

隕
た
り
き
」
(2
オ
）

隕
た
り

隕
き
隕
ぬ
隕
つ

言
ん
言
へ
し

言
て
ん

前
卜

言
き
同
意

一口き」
(1
ウ
）

-
E

へ
り

〈朱
〉

〈

朱
〉

〈

朱
〉

姓
二
定
マ
リ
ア
リ
太
既
自
動
ハ
ぬ
、
ぬ
る
、
ぬ
れ
、
ヲ
帯
ヒ
動
他
ハ
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w
o
o
r
d
e
n
 d
i
e
 g
e
s
p
r
e
e
k
e
n
 Z
i
j
n
.
 

-E

へ
り
し
語

言
つ

る
語

言
し
語

1k 

zul s
p
r
e
e
k
e
n
 

1k 
h
e
b
 g
e
s
p
r
o
k
e
n
.
 

s
t
e
e
n
 
1s
 g
e
v
a
l
l
e
n
 

凡
例
A
動
他
N
自
動

A
 
S
p
r
e
e
k
e
n
 

我
レ
言
ん

我
言
フ

動
詞
ナ
リ
言
卜
訳
ス

以

〈朱〉

W
o
o
r
d
e
n
 d
i
e
 m
e
n
 g
e
s
p
r
o
k
e
n
 h
翌
〔
h
u
d〕
．

曽
i

日
之
語

言
夕
言

頌

〈

朱
〉

W
o
o
r
d
e
n
 d
i
e
 m
e
n
 g
e
s
p
r
o
k
e
n
 h
e
e
f
t
 

〔巳

既
言
之
語

-[日夕語

S
p
r
e
e
k
e
n

動
他
詞
ナ
ル
故
二

h
a
d
,
h
e
b
b
e
.
 二
値
ヘ
バ
必
ス

m
e
n

ヲ
加
サ
レ
バ
言
フ
1
能
ハ
ズ

h
a
d
,
h
e
b
b
e
.
 モ
動
他
ナ
レ
バ
ナ

リ」

主

(
3
オ）

w
o
o
r
d
e
n
 d
i
e
 g
e
s
p
r
e
e
k
e
n
 w
o
r
d
e
n
 

曽
百
在
之
語

言
テ
ア
リ
シ
話

Z
1
1
n

ハ
自
動
詞
ナ
ル
故
二

m
e
n

ヲ
加
ヘ
ズ

w
o
o
r
d
e
n

ニ
カ
、
ル
故
衆
詞
ヲ
用
ウ
is

ト
ハ
使
ハ
ズ

闘

「蘭
学
生
前
父
」

続
ク
詞

p
u
p
p
1
e
r
 ik 
w
i
t
 

紙
は
白
し

石
ハ
隕
た
り
」
(
2
ウ
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-
E

へ
き
語

w
o
o
r
d
e
n
 d
i
e
 g
e
s
p
r
e
e
k
e
n
 k
o
n
n
e
n
 w
a
r
d
e
n
 

（注
）
可
言
之
語
俗
二

言
ツ
ル
語
卜
云
是
モ
イ
ハ
レ
ヌ
ベ
キ
語
可
被
言
之
語
卜
訳
セ
サ
レ
バ
語
ガ
言
フ
ヤ
ウ
ニ
聞
フ

w
a
r
d
e
n
自
動
ナ
ル
故
二

N
iin 

二
準
ズ

一デ
弓
語

N
 
w
o
o
r
d
e
n
 d
i
e
 m
e
n
 s
p
r
e
e
k
e
n
 Z
o
u
.
 

応
言
之
語

い
ふ
べ
き
語

号
ロ
デ
ア
ロ
ウ
語

言
て
ん
語
ト
モ
訳
ス
ベ
シ
い
ひ
て
ん
あ
り
な
ん
ナ
ド
末
ヲ
推
シ
ハ

カ
ル
意
卜
本
居
氏
イ
ヘ
リ
又
応
ノ
字
モ
推

ハ
カ
ル
意
卜
物
氏
言

ヘ
リ
」
(
3
ウ）

俗
〔
口
〕

言
デ
ア
ロ
ウ
語
托
言
ソ
ー
ナ
語
庄
イ
フ

）
 ，
 W
o
o
r
d
e
n
 d
i
e
 m
e
n
 s
p
r
e
e
k
e
n
 m
o
e
t
.
 

t
 

仰

当
言
之
語

イ
ウ
ハ
ズ

ノ
語

イ
ワ
デ
カ
ナ
ワ
ヌ
語
托
言
筈
ノ
語
托
訓
ス

以

A

A

W
o
o
r
d
e
n
 d
i
e
 m
e
n
 s
p
r
e
e
k
e
n
 Z
u
l. 

言
ん
語

頸
認
喧

Z
o
u
,
 Zu
l,
 ~
 日酬
初
他
二
席
〖
ス
ル
故
m
e
n

ヲ
加
フ
ル
r

h
a
d
 

W
o
o
r
d
e
n
 d
i
e
 g
e
s
p
r
o
o
k
e
n
 w
a
r
d
e
n
.」(
4
オ）

（注
）
被
言
之
語
又
所
言
之
語
言
フ
モ
ノ
ハ
人
ナ
リ
被
ル
者
ハ
語
ナ
リ
然
レ
托
語
ハ
人
ノ
所
対
二
非
ル
ガ
故
二
被
字

ノ
意
軽
ク
シ
テ
所
言
之
語
卜
相
似
タ
リ
但
シ
所
言
之
語
ハ
別
二
下
二
見
ユ

右
卜
混
ス

ベ
カ
ラ
ズ

〈朱
〉
俗
〔
倍
〕

正
二
い
ふ
へ
き
語

二
準
ズ

m
o
e
l
二
軽
重
ノ
ニ
用
ア
リ
重
キ
方
ナ

ル
時
イ
ワ
デ
カ
ナ
ワ
ヌ
ト
訓
ス
ナ
リ
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e
e
n
 m
a
n
 d
i
e
 slaat. 

e
e
n
 m
a
n
 d
i
e
 g
e
s
p
l
a
g
e
n
 w
o
r
d
 

e
e
n
 m
a
n
 d
i
e
 s
l
a
a
n
 k
a
n
 

v
a
llen 

O
k
o
n
n
e
n

ヲ
漢
字
ニ
テ
訳
ス
レ
バ

ニ
義
ア
リ
動
他
語
ニ
テ
言
フ
ニ

e
e
n
m
e
n
 d
i
e
 s
p
r
e
e
k
e
n
 k
a
n
.
」
ト
イ
フ
時
ハ
能
ノ
字
に
当

(4
ウ
）

ル
動
カ
ス
者
ニ
カ
、
ル
故
ナ
リ
動
サ
ル
者
ニ
カ
、
ル
時
ハ
可
ノ
字
二
当
ル
仏
家
二
能
所
ノ
ニ
義
ア
ル
カ
如
シ
鱈
臼
に
輝
り
公
『
＇

M
a
r
i
n

三
板
二

k
o
n
n
e
n

ハ
A
N
両
用
ト
ア
リ
能
ノ
字
二
当
ル
時
ハ

A
ナ
リ
可
ノ
字
二
当
ル
ト
キ
ハ

N
ナ
ル
ベ
シ
這
祠
昇
芦
項
門
后

者
ナ
ク
又

k
o
n
n
e
n

ハ
格
別
ノ
動
詞

ニ
テ
自
ラ
可
ノ
意
二
合
フ
モ
ノ
ナ
リ

k
o
n
n
e
n

実
ハ
和
語
ノ
流
れ
も
あ
え
ぬ
我
は
せ
き
あ
え
す
ナ
ド
ノ
あ
え
二
当
レ
圧
耳
遠
キ
故
二
仮
二
よ
く
卜
訳
シ
麟
芦
翌
打
認
臼
頃

心
笠
又
ハ
つ
へ
し
ぬ
べ
し
卜
訳
セ
リ
あ
え
て
卜
読
ム
敢
ノ
字
二
当
レ
リ

附E
e
n
 m
a
n
 d
i
e
 s
p
r
e
e
k
t
 

打
れ
ぬ
へ
き
人

s
t
e
e
n
 d
i
e
 g
e
v
a
l
l
e
n
 h
a
d
.
 

s
t
e
e
n
 d
i
e
 g
e
v
a
l
l
e
n
 h
e
e
f
d
.
 

闘

国

学

生

前

父
」

隕
ぬ
る
石

隕
し
石

自
動
詞
ナ
リ
隕
ル
ト
訳
ス

俗
二
よ
く
打
つ
ヲ
打
得
る
卜
云
打
れ
ぬ
へ
き
ヲ
打
る
、
卜
云
フ

e
e
n
 m
a
n
 d
i
e
 g
e
s
l
a
a
g
e
n
 k
a
n
 w
o
r
d
e
n
 

よ
く
折
人

折
る
、
人

折
人

-
E

ふ
人
」
(
5
オ
）

ベ
キ
ニ
似
タ
レ
托
和
漢
共
ニ
ソ
レ
ニ
拘
ラ
ザ
ル
ニ
似
タ
リ
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w
o
l
k
 d
i
e
 w
i
t
 w
i
e
r
d
 

静
詞
ニ
ア
ヘ
バ

w
a
r
d
e
n
為
ノ
字
二
当
ル

w
o
l
k
 d
i
e
 w
i
t
 1s 

白
き
雲

為
白
雲

白
く
あ
る

雲
ナ
リ

w
a
l
k
 d
i
e
 w
i
t
 w
a
s
 

白
か
り
し
雲

△
 
W
i
t
 

s
t
e
e
n
 d
i
e
 g
e
v
a
l
l
e
n
 1s 

s
t
e
e
n
 d
i
e
 v
a
l
l
e
n
 z
a
l. 

v
a
lle
n
自
動
ナ
ル
故

m
e
n

ヲ
加
ヘ
ス
シ
テ

h
e
b
b
e
n
Z
u
ll
e
e
n

ヲ
言
フ
又

v
a
l
l
e
n

自
動
ナ
ル
故

w
a
r
d
e
n

ヲ
加
フ
ル

1
ナ
シ
総
テ

w
o
r
d
 en

ヲ
加
レ
バ
動
他
ヲ
自
動
ト
ナ
ス
意
ア
リ
翌
互
は

l
i
E
所K

伶
;
·
~
~

譴
謬
砂

隕
ぬ
へ
き
石

静
虚
詞
ナ
リ
白
卜
訳
ス
静
虚
ハ

h
e
b
b
e
n
,
z
u
ll
e
e
n
,
 ニ
カ
、
ル

1
ナ
シ
」
(
6
オ
）

w
a
l
k
 d
i
e
 w
i
t
 w
o
r
d
 

w
o
lk 
d
i
e
 w
i
t
 w
a
r
d
e
n
 k
a
n
 

白
く
な
る
雲

白
く
な
り
ぬ
へ
き
雲

w
o
o
r
d
e
n
 d
i
e
 g
e
s
p
r
o
o
k
e
n
 w
1
e
r
d
e
n
.
 

曽
被
言
語

言

ひ

し

語

前

ナ

ル

ト

同

意

ナ
リ

w
a
r
d
e
n

ヲ
過
去
詞
ト
ナ
シ
テ

w
1
e
r
d
e
n
ト
イ
ヘ
バ
曽
被
ノ
意
卜
成
ル

白
く
な
り
し
雲

s
t
e
e
n
 d
i
e
 
v
a
ll
e
n
 k
a
n
 

s
t
e
e
n
 d
i
e
 
valt. 

隕
る
石

隕
ん
石

s
t
e
e
n
 d
i
e
 v
a
l
l
e
n
 Z
o
u
 

隕
へ
き
石
甕
｛
ん
石
托

隕
た
る
石

s
t
e
e
n
 d
i
e
 g
e
v
a
l
l
e
n
 w
a
s
.
 

隕
た
り
し
石
」
(
5
ウ）
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右
ノ
如
ク
同
意
ノ
語
モ
使
フ
ヘ
キ
所
ハ
異
ナ
リ

w
o
lk
 di
e
 w
i
t
 g
e
w
o
r
d
e
n
 Z
a
l. 

w
o
lk
 d
ie
 w
i
t
 g
e
w
o
r
d
e
n
 Z
o
u
 1̂
 

w
o
o
r
d
e
n
 d
i
e
 m
e
n
 s
p
r
e
e
k
t
.
 

g
e
s
p
r
e
e
k
e
n
 w
o
o
r
d
 

g
e
v
a
l
l
e
n
 s
t
e
e
n
 

s
p
r
e
e
k
 w
 g
 
r
d
.
 

v
a
ll
e
n
 dit 
[e」

s
te
e
n
.

隕
石
諺

言
ひ
語
卜
云
意

w
i
t
t
e
 w
o
l
k
 

白
雲

前
ノ
白
キ
雲
卜
同
意
一
(7
オ
）

墜
た
る
石

④ 

w
o
l
k
 d
i
e
 w
i
t
 g
e
w
o
r
d
e
n
 w
a
s
 

w
o
l
k
 d
i
e
 w
i
t
 g
e
w
o
r
d
e
n
 is 

ト
云
過
去
詞
ア
ル
カ
故
ナ
ラ
ン

s
t
e
e
n
 d
i
e
 v
i
e
!
 

△
言
フ
語

前
ナ
ル
ト
同
心
」
(6
ウ
）

w
o
r
d
e
n

ヲ
添
タ
ル
上
ニ
テ
ハ

N
1Jn
,
 Zull
e
n

皆
加

へ
言
フ

1
ヲ
得
唯

h
a
d
d
e
n
,
h
e
b
b
e
n

ヲ
加
フ
ル

1
ハ
見
ア
タ
ラ
ズ

w
1
e
r
d
e
n

白
く
な
れ
る
雲

白
く
な
れ
り
し
雲

白
く
な
ら
ん
雲

白
く
な
る
べ
き
雲

〶
言
へ
る
語

隕
し
石

前
ナ
ル
ト
同
意

前
ニ
ア
ル
ト
同
意
也

但
シ
前
ナ
ル
ハ
語
也

所
言
之
語

,
 .

.

 

9
9
 

．

．

 

i
是
ハ
名
ナ
リ
~

一
以
下
モ
同
シ
一

．

．

 

0
 zo
u
d
e
n

二
A
ノ
印
ヲ
附
ク
レ
圧
此
等
ハ
格
別
ノ
語
ナ
レ
バ
動
他
ト
ノ
ミ
ハ
言
難
キ
ニ
似
タ
リ
マ
ー
リ
ン
ニ
モ
何
ト
モ
見
エ
ス
サ
レ

卜
其
使
ヒ
ャ
ウ
ニ
テ
考
フ
ル
ニ
動
他
ノ
例
ア
ル
故
二
右
ノ
如
シ

Z
ull
e
e
n

二
同
ジ

0
 he
b
b
e
n

ハ
マ
ー
リ
ン
＿
―
-
板
二

A
ト
ア
リ

h
a
d
d
e
n

モ
同
シ
ハ
ル
マ
初
板
二
自
動
ト
セ
ル
ハ
恐
ク

ハ
誤
レ
リ

0
 
Z
I
J
n

ノ
使
ヒ
様

ハ
動
詞
ノ
格
ナ
レ
托
其
実
ハ
静
詞
二
近
シ

闘

国

学

生

前

父
」
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Z
u
l
l
e
e
n
 Z
a
l
 Z
u
lt
ナ
ド
ノ
別
ハ
人
ノ
ヨ
ク
知
ル
所
ナ
レ
バ
此
二
略
ス

g
e
w
e
e
s
t
 Z
1
1
n
 

w
a
a
r
e
n
 

少
シ
現
在
二
近
シ

g
e
h
a
d
d
 h
e
b
b
e
n
 

ト
同
意
較
へ

言
ヘ
バ

w
a
a
r
e
n

六
詞
ヲ
重
ヌ
ル
秘
訳

あ
り
き
0

な
り
き

未
来

現
在

過
去
」
(
8
オ）

閤
Zulleen 

Zal 

Zult 

Z1Jn 
ben, 
is, zijt 

hebben, 
heb, heeft, 

hebt. 

圏

囲

園

未
来

現
在

過
去

仮ヒ及過
令去

Zouden 
Zou 
Zoude. 

固
0
三
世
固
」
(7
ウ
）

waaren 
was 
waart 
鳳

hadden 
had 
hadt 

圏

又
圏

又
園
悧
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hi i
 wi
l
d
e
'e
r
 g
a
a
n
 

右
二
語
各
自
他
ノ
別
ア
リ

俗
ニ
ハ
言
タ
ラ
ー

Z
o
u
d
e
n
 Z
e
g
g
e
n
 

Z
o
u
d
e
n
 Z
i
j
n
 

h
a
d
d
e
n
 

少
シ
現
在
二
近
シ

,,,---、
N N 
e:、 C:、

＝＝ (D (1〉
の (D

こ）二9

N N 
品ニ
習二

N
 o
u
d
e
n
 g
e
z
e
g
t
 h
e
b
b
e
n
 

い
は
ん
」
(
8
ウ）

あ
り
な
ん

（
ぁ
る
べ
し

い
ひ
て
ん

い
ふ
べ
し

此
等
ノ
語
各
二
義
ア
ル
ニ
ハ
ア
ラ
ズ
時
ノ
文
勢
ニ
ョ
リ
テ
訳
ス
ベ
シ
和
語
二
在
テ
モ
其
別
分
ナ
ラ
サ
ル
ニ
似
タ
リ

あ
り
け
ん

あ
ら
ん
と
き

Z
o
u
d
e
n
 g
e
w
e
e
s
t
 Z
i
j
n
 

俗
ニ
ハ
ア
ッ
タ
ラ
ー
ア
ロ
ー
ト
シ
タ
ト
云
フ

言
け
ん

言
ん
と
し
き

言
ウ
ト
シ
タ
ト
云
フ

1k 
z
o
u
d
'e
r
 g
e
g
a
a
n
 h
e
b
b
e
n
 

h1J 
z
o
u
d
e
'e
r
 g
e
g
a
a
n
 h
e
b
b
e
n
.
 

行
ん
と
し
き
ヲ
他
人
ノ
上
ニ
テ
言
フ
時
ハ
如
左

我
彼
所
二
行
ん
と
し
き

〈朱
〉

〈

朱
〉

〈

朱
〉

彼
〔
我
〕
レ
彼
ノ
所
二
行
け
ん
」
(9
オ）

彼
人
彼
所
二
行
ん
と
欲
し
き

h1J 
m
o
e
s
t
'e
r
 g
a
a
n
 

〈朱〉

此

二
〔
二
〕
語
前
ナ
ル
ハ
好
ム
意
ア
リ
彼
ナ
ル
ハ
行
ザ
ル

1
能
ハ
ズ
ノ
意
ア
リ
他
人
ノ
上
ニ
テ
ハ
右
等
ノ
語
ヲ
用
ウ
是

闘

「蘭
学
生
前
父
」

彼
人
正
二
彼
所
二
行
べ
か
り
き

あ
ら
ん

き

ト
同
意
較
へ

言
ヘ
バ

h
a
d
d
e
n
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N
 IJn 

〈朱
線
〉

、
メ
ー
ル
ダ
ン

ル^
ビ
を

ん
と
し
き
ノ
意
ヲ
事
迦
ノ
書
中
ニ
イ
ヘ
ル
ハ
別
二

v
o
o
r
e
n
,
001Jt
,
 re
e
d
s
,
 ナ
ト
云
詞
ヲ
加
ヘ
テ
過
去
中
ノ
過
去
カ
ル

l
ヲ
明
カ

〈朱
〉

〈

朱
〉

〈

朱
〉

〈

朱
〉

＾

朱
〉

〈

朱
〉

〈

朱
〉

ス
「
け
ん
」
卜
「
つ
ら
ん
」
卜
混
ズ
ル

l
勿

レ

「

つ

け

ん

」

ノ

l
ハ
彼
ノ
ら
ん
ノ
条
二
見
ヘ
タ
リ

O
事
迎
ノ
詞

凡
ソ
事
迩
ヲ
記
ル
ニ
ハ
左
〔
在
〕
二
出
セ
ル
下
ノ
語
ヲ
以
テ
上
ノ
語
二
代
フ

上
〈「上
」
の
字
朱
〉

下
〈「
下
」
の
字
朱
〉

Z
u
l
l
e
e
n
 

Z
o
u
d
e
n」(9
ウ
）

w
a
a
r
e
n
.
 

h
e
b
b
e
n
 

w
a
a
r
e
n
.
 

h
a
d
 d
e
n
.
 

s
p
r
e
e
k
e
n
.
 

v
a
l
l
e
n
.
 

Z
e
g
g
e
n
 

w
a
r
d
e
n
.
 

k
o
n
n
e
n
.
 

m
o
e
t
e
n
 

h
a
d
d
e
n
 

g
e
w
e
e
s
t
 w
a
a
z
e
n
 

g
e
h
a
d
 h
a
d
d
e
n
 

s
p
r
a
a
k
e
n
 

v1
e
len 

Z
e
1
Jd
e
n
 

w
1e
r
d
e
n
 

k
o
n
d
e
n
 

m
o
e
s
t
e
n
.
 

〔
ナ
カ
レ
〕

凡
ソ
動
詞
各
現
在
過
去
ノ
別
ア
リ
枚
挙
ス
ル
ニ
退
ア
ラ
ズ
」
(10
オ
）
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T
o
e
n
 hij 
te 
h
u
1
j
s
 w
a
s
,
 du
r
f
d
e
'e
r
 m
e
m
a
n
d
 s
p
r
e
e
k
e
n
 

此
モ
酒
固
ナ
リ

（
マ
マ

）

T
o
e
n

ハ
今
二
対
シ
テ
其
時
ヲ
サ
ス
詞
ナ
ル
故
家
二
あ
り
し
時
卜
訳
ス
此
句
ハ
事
述
ノ
語
ニ
テ
モ
あ
り
し
時
卜
記
ス
ベ
シ

前
ノ
語
ハ
其
頃
ノ
中
ニ
テ
家
ニ
ア
ル
ト
家
ニ
ナ
キ
ト
ヲ
別
テ
リ
此
ハ
其
」
頃
卜
今
ト
ヲ
別
テ
リ

(11
オ
）

〈朱
〉

第
一―

〈朱
〉

第
一

闘

「豊
学
生
前
父
j

彼
人
家
二
あ
り
し
時
ハ
彼
所
二
在
テ
敢
て
言
ふ
人
な
か
り
き

w
a
e
n
n
e
e
r
 h1J 
te 
h
u
1
s
 is
,
 de1rft
'e
r
 n
i
e
m
a
n
d
 s
p
r
e
e
k
e
n
 

彼
人
家
二
あ
る
時
は
彼
所
二
在
て
敢
て
言
ふ
人
な
し

此
ハ
爾
囮

ナ

リ

w
a
n
n
e
e
r
 h1J 
te hms

~
de1rft 

n
i
e
m
a
n
d
 s
p
r
e
e
k
e
n
 

彼
人
家
二
あ
る
時
は
彼
所
二
在
て
敢
て
言
ふ
人
な
か
り
き

此
ハ
國
固
な
り
事
迦
二

用
ル
ト
キ
ハ
前
ナ
ル
現
世
語
卜
同
訳
ナ
リ
結
ヒ
詞
ヲ
イ
フ
ヘ
キ
時
ハ
言
ふ
人
な
か
り
け
り
托
訳
ス
ペ

シ
上
ノ
句
二

w
a
s

ト
ア
レ
托

w
a
n
n
e
e
r

ハ
其
過
去
ノ
中
ニ

テ
在
家
ノ
時
ヲ
サ
ス
ナ
ル
故

w
a
s

ヲ
訳
ス
ル

1
事
迎
ノ
語
ニ

準
」
シ
テ

is

ノ
如
ク
ス
因
テ
全
語
ヲ
ッ
カ
ネ
テ
未
二
な
か
り
き
卜
き
ノ
字
ヲ
出
セ
リ

d
O
rf
d
e
d
u
r
s
t

ノ
過
去
ニ
テ
敢
て
し
き

(10
ウ
）

ト
イ
フ
ニ
当
レ
リ
此
き
ノ
字
卜

w
a
s

ノ
き
ノ
字
ト
ヲ
束
ネ
テ
末
二
唯
一
ツ
出
セ
リ
是
ニ
テ
全
語
ヲ
過
去
ト
ナ
ス

0
種
々
ノ
詞
遣
ヒ

〈朱〉
第

一
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此
モ
過
去
ナ
リ
但
シ
現
在
中
ノ
過
去
〔
在
〕

ナ
リ

彼
人
家
二
あ
れ
は
彼
所
二
在
テ
敢
テ
言
ふ
人
な
し

a
ls
 hij 
te 
h
u
i
s
 1s
 d
u
r
f
t
'e
r
 
ni
e
m
a
n
d
 s
p
r
e
e
k
e
n
 

ニ
テ

w
a
s

ノ
意
ニ
ナ
ル
ナ
リ

和
語
ノ
あ
れ
ハ
言
ヘ
ハ
ノ
類
ノ
は
ノ
字
ニ

ニ
義
ア
リ
讐
ヘ
バ

へ
あ
と
見
れ
バ
心
な
く
さ
の
浜
千
鳥
今
は
声
こ
そ
聞
ま
ほ
し
け
れ

（
ママ）

ト
云
あ
と
見
れ
ハ
ノ
は
ハ
あ
と
見
ル
時
ハ
ト
ト
云
フ
意
ニ
テ
漢
ノ
則
ノ
字
蘭
ノ

w
a
n
n
e
e
r

二
通
フ
又

へ
ち
れ
ハ
こ
そ
い
と
、
桜
は
め
で
た
け
れ
浮
世
二
何
か
久
し
か
る
べ
き
ト
イ
フ

ち
れ
バ
ノ
は
ハ
ち
る
ゆ
ヘ
ト
云
意
ニ
テ
か
ら
卜
同
意
ニ
テ
漢
ノ
故
ノ
」
字
蘭
ノ
0
m
 d
a
t

二
通
フ
今
ノ
人
ハ
多
ク
ハ

此

別

(11
ウ
）

チ
則
ノ
字
ノ
方
ナ
ル
ハ
あ
れ
バ
ち
れ
バ
ナ
ド
イ
ヒ
故
ノ
方
ナ
ル
ヲ
ヤ
ハ
リ
ゆ
へ
に
卜
云
今
此

ニ
ハ
則
ノ
字
ノ
方
ナ
ル
ヲ
あ
れ
ハ
さ
れ
ハ
ナ

ド
訳
シ
故
ノ
字
ノ
方
ナ
ル
ヲ
か
ら
卜
訳
セ
シ
か
ら
ハ
ゆ
ヘ
ヨ
リ
軽
キ
詞
ナ
リ

o
m
d
a
t
,
ハ
w
e
r
m
s
t
s

ヨ
リ
軽
キ
カ
如
ク
又

a
ls

ハ
w
a
n
,
 

n
e
e
r

ヨ
リ
軽
キ
カ
如
シ

a
l
s

時
ニ
ョ
リ
テ
ハ

m
d
1
e
n

二
通
フ

1
ア
リ
ソ
レ
ハ
下
ノ
句
二
現
世
語
ナ
キ
カ
又
ハ
下
ノ
句
ナ
キ
ト
キ
ノ

l
ナ

あ
れ
は
言

へ
ば
ハ
右
二

言
ル
如
ク

o
m
d
a
t

二
当
難
ケ
レ
ト
其
外
あ
り
し
か
ハ
あ
ら
ぬ
ば
ナ
ド
ノ
ば
ハ
皆
ヨ
ク

o
m
d
a
t

二
当
ル
ナ
リ

〈朱
〉

第
五

o
m
 d
a
t
 h1J 
Z
o
 J
a
n
g
 in 
h
o
l
l
a
n
d
 g
e
w
e
e
s
t
 is
,
 Z
o
 s
p
r
e
e
k
t
 hij 
h
e
t
 
holl
a
n
d
s
c
h
e
 Z
e
e
r
 w
e
!
」(12
オ
）

彼
人
か
く
久
し
く
和
蘭
国
に
あ
り
し
か
ハ
和
蘭
ノ
語
を
云
ふ
こ
と
甚
よ
し

此

ハ
園
固

ョ
リ
圃
圏
ニ
カ
ケ
テ
言
ふ
語
ナ
リ
g
e
w
e
e
sti
s

〔己

〈朱
〉

第
四
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此
ハ
未
来
ナ
リ

翡

「蘭
学
生
前
父
」

彼
人
家
に
あ
ら
ば

o
m
 d
a
t
 h1J 
z
o
 l
a
n
g
 i
n
 
v
r
a
l
i
j
k
[
n
]
 
g
e
w
e
e
s
t
 w
a
s
,
 N
 o
 s
p
r
e
e
k
t
 h1J
't
 f
r
a
n
s
c
h
e
 Z
e
e
r
 w
e
l
 

（
マ
マ

）

彼
人
か
く
久
し
く
払
郎
期
国
に
あ
り
し
か
ハ
払
郎
斯
語
を
言
ふ
こ
と
甚
よ
し

此

ハ

国
固

ナ
リ
上
ノ
句
ハ

過
去
中
ノ
過
去
ナ
リ
但
シ
事
迦
ノ
書
ニ
ア
ル
語
ナ
リ
語
ハ
異
ナ
レ
托
前
ナ
ル
ト
同
意
同
訳
ナ
リ
唯
現
世
過

去
ノ
異
ナ
ル
ノ
ミ
ナ
リ
結
ヒ
詞
ヲ
置
ク
ベ

キ
ト
キ
ハ

言
ふ

こ
と
」
甚
よ
か
り
け
り
ト
モ
訳
ス
ベ
シ

g
e
w
e
e
s
t
w
a
s

ハ
過
去
ノ
過
去
ナ
リ

(12
ウ
）

此
語
ハ
過
去
中
ニ
テ
更
二
過
去
也
現
在
ニ
カ
ケ
テ
イ
ヘ
リ
甚
現
在
ハ
今
ヨ
リ
言
ヘ

ハ
過
去
ナ
リ

朱^
〉

第
七

o
m
 d
a
t
 h1J 
t
e
 
h
u
1
J
s
 
1s
,
 diirft
'e
r
 n
i
e
m
a
n
d
 s
p
r
e
e
k
e
n
 

V
e
r
m
1
t
f
 h1J 
t
e
 
h
U
I
J
S
 1s
,
 du
r
f
t
'e
r
 n
e
e
m
a
n
d
 s
p
r
e
e
k
e
n
 

彼
人
家
に
あ
る
か
故
二
彼
所
二
在
て
敢
て
言
ふ
人
な
し

a
l
s
 
h1J 
t
e
 
h
u
1
J
s
 
is
,
 Za
l
'e
r
 m
e
m
a
n
d
 d
e
1
r
 v
e
n
 s
p
r
e
e
k
e
n
 

〔
ん
〕
彼
所
二
在
て
敢
て
言
ふ
人
あ
ら
し

此
モ
現
世
ナ
リ
過
去
略
之
」

〈朱
〉

(13
オ
）

第
九

〈朱〉
第
八

此

ハ
現
世
ナ
リ
過
去
略
之

彼
人
家
に
あ
る
か
ら
彼
所
に
在
て
敢
て
言
ふ
人
な
し

〈朱
〉

第
六
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此
ハ
未
来
ナ
リ

妓
女
に
美
色
あ
り
と
も
こ
れ
無
光
の
燈
〔
口
〕
な
ら
ん

〈濁
点
朱
．〉

〈
朱
線
〉

カ
ヤ
ウ
ニ
下
句
二
未
来
詞
ヲ
置
バ

a
ls
卜
m
d
1
e
n

卜
相
通
ス
ナ
リ
過
去
詞
ヲ
置
テ
仮
令
二
用
ル
モ
亦
然
リ
又
als
't
m
o
g
e
lijk 
1s
 

ナ
ト
モ
未
来
ナ
リ
是
等
ハ
下
句
ナ
ケ
レ
托
未
来
詞
ヲ
云
ベ
キ
意
ヲ
含
メ
リ

〈濁
点
朱
〉

Ii線
〉

笞
Ile
e
n
m
e
t
卜
合
ヘ
バ
じ
卜
訳
ス

1
n
d
1
e
n
 
hij 
te 
h
u
1
s
 1s
,
 N
 al
'e
r
 n
i
e
m
a
n
d
 d
e
1
r
,
 ve
n
 s
p
r
e
e
k
e
n
」(13
ウ
）

右
卜
同
意
同
訳
ナ
リ
故
二
亦
未
来
ナ
リ

1
n
d
1
e
n
 
h1J 
te 
h
m
J
s
 w
a
s
,
 N o
u
'e
r
 n
i
e
m
a
n
d
 d
u
r
v
e
n
 s
p
r
e
e
k
e
n
 

彼
人
家
二
あ
り
せ
は
彼
所
に
在
て
敢
て
言
ふ
人
な
か
ら
ま
し

此
ハ
固
圏

ナ

リ

あ
り
し
か
ハ
あ
り
し
か
ど
ハ
真
ノ
過
去
ナ
リ
あ
れ
ば
あ
れ
と
も
ハ
現
世
ノ
過
去
ナ
リ
あ
る
か
ら
あ
る
が
故
ニ
ハ
現
世
ノ
現
世
ナ
リ
あ
ら
ハ

al 
h
eeft e
e
n
 h
o
e
 
[DDJ 
r
 m
o
o
1
J
 g
e
z
i
g
t
,
 he
t
 1s
 e
e
n
 I
a
n
'
t
a
a
n
n
 z
o
r
d
e
r
 licht. 

右
ノ
如
ク

h
e
e
r
t
,
1s

卜
現
世
語
ヲ
使
へ
圧

al

ト
イ
フ
中
二

N
u
l
l
e
n

ノ
意
ヲ
含
メ
ル
故
二
燈
な
ら
ん
卜
訳
ス
ル

1
ヲ
得

あ
り
せ
は
あ
ら
ま
し
か
ど
ナ
ド
ハ
仮
令
ナ
リ
」

〈朱
〉

(14
オ
）

第
十
二

有
共
ハ
現
世
ノ
未
来
ナ
リ
あ
ら
め
ば
あ
ら
め
と
ハ
真
ノ
未
来
ナ
リ

〈朱
〉

第
十

〈朱
〉

第
十
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〈朱
〉

第
十
五

〈朱
〉

第
十
四

h
o
e
 w
e
!
 z1J 
e
e
n
 m
o
o
1
J
 g
e
z
1
g
t
 h
e
e
f
t
,
 is 
h
e
t
 e
e
n
 Ia
n
 t
a
a
r
n
 Z
o
r
d
e
r
 li
c
h
t
 

〈朱
〉

第
十

闘

国

学
生
前
父
j

過
去
ヨ
リ
現
世
ニ
カ
ケ
テ
云
語
ナ
リ

此
ハ
過
去
ナ
リ

上
二

h
o
e
w
e
!
 ト
イ
ヘ
バ
下
ヲ

d
a
g
,
E
c
h
t
e
n

ナ
ト
ニ
テ
」
受
ル
ガ
通
例
ナ
レ
庄
サ
ル
モ
ノ
ナ
ク
シ
テ
言
ル
例
〔
口
〕

(14
ウ
）

h
o
e
 w
e
l
 zij 
e
e
n
 m
o
o
1
J
 g
e
z
1
g
t
 h
a
d
,
 wa
s
 h
e
t
 e
e
n
 I
a
n
 t
a
a
r
n
 Z
o
r
d
e
l
 licht 

彼
女
に
美
色
あ
り
し
か
ど
も
こ
れ
無
光
の
燈
な
り
き

醤
ヘ
ハ
是
老
女
昔
は
よ
き
女
て
あ
っ
た
ト
イ
フ
ヲ
敢
テ
よ
き
女
て
ハ
あ
た
れ
ど
遊
女
て
あ
っ
た
卜
云
フ
意
也
此
語
ヲ
事
迦
二
用
ル

時
ハ
前
ナ
ル
現
世
語
卜
同
訳
ナ
リ
結
ヒ
詞
ヲ
使
フ
ベ
キ
時
ハ
鐙
な
り
け
り
ナ
ト
訳
ス
ベ
シ

前
ノ
言
ふ
人
な
か
り
き
ノ
語
は
上
ノ
句
ヲ
家
二
あ
れ
バ
ト
現
世
二
訳
シ
此
ノ
語
ハ
あ
り
し
か
と
も
卜
過
去
二
訳
ス
ル

1
」
ハ
前
ノ

(15
オ
）

語
ハ
上
ノ
句
過
去
中
ニ
テ
不
在
家
二
対
シ
テ
ィ
ヒ
此
語
ハ
上
下
ト
モ
ニ
今
二
対
シ
テ
云
ヵ
故
ナ
リ

h
o
e
 w
e
l
 
N
 1Jn 
e
e
n
 m
o
o
1
j
 g
e
z
igt g
e
h
a
d
,
 1s
't
 e
e
n
 I
a
n
 t
a
a
r
n
 Z
o
r
d
e
l
 licht. 

彼
女
二
美
色
あ
り
し
か
ど
も
こ
れ
無
光
の
燈
な
り

此
ハ
現
世
ナ
リ

彼
女
二
美
色
あ
れ
と
も
こ
れ
無
光
の
燈
な
り

モ
多
シ
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〈朱
〉

第
十
八

〈朱
〉

第
十
七

テ
此
ノ

N
o
u
d
e

モ
N
O
U

卜
異
ナ
リ
ト
心
得
ベ
カ
ラ
ズ

凡
ソ
動
詞

ik
,
gJJ
,
 hii
.
 ニ
ョ
リ
テ
別
ア
レ
托

此
ハ
仮
令
ナ
リ

前
ナ
ル
不
足
時
卜
混
ス
ベ
カ
ラ
ズ

彼
女
に
美
色
あ
ら
ん
も
こ
れ
無
光
の
燈
な
ら
ま
し

h
o
e
 w
e
!
 Zij 
e
e
n
 m
o
o
1
J
 g
e
z
1
t
 g
e
h
a
d
 h
a
d
d
e
n
,
 wa
s
't
 e
e
n
 I
a
n
 t
a
a
r
n
 Z
a
n
d
e
r
 licht 

過
去
ナ
リ
上
ノ
句
ハ
過
去
中
ノ
過
去
ナ
リ
事
迩
ノ
書
ニ
ア
ル
語
ナ
リ
結
ヒ
詞
ヲ
置
ヘ
キ
時
ハ
燈
な
り
け
り
ナ
ト
、
」
訳
ス
ベ
シ

(15
ウ
）

T
o
e
n
 z1J 
e
e
n
 m
o
o
1
J
 g
e
z
1
g
t
 h
a
d
,
 wa
s
 h
e
t
 e
e
n
 l
i
g
t
e
n
d
e
 
I
a
n
 t
a
a
r
n
 

此
モ
過
去
ナ
リ
委
曲
ノ

l
ハ
前
ナ
ル
彼
人
家
二
在
し
時
ハ
ノ
語
二
準
ズ

al 
h
a
d
 ZIJ 
e
e
n
 m
o
o
1
J
 g
e
z
1
g
t
,
 he
t
 Z
o
u
 e
e
n
 I
a
n
 t
a
a
r
n
 Z
a
n
d
e
r
 ligt 
zijn
.
 

al

卜
云
フ
詞
二
含
メ
ル

z
u
l
l
e
n

ノ
意
ヲ
ト
リ
テ
上
ノ
句
二
用
テ
」
あ
ら
ん
も
卜
訳
ス

〈朱〉

(16
オ
）

第
十
九

al 
Z
 g
 
d
e
 ik 
te 
h
u
y
s
 b
l
i
j
v
e
n
 ̀

 
zal 
hij 
d
a
g
 h
1
e
r
 n
i
e
t
 k
o
m
e
n
 

〔
ル
モ
〕
諸
書
中
ナ
ル
ヲ
見
ル
ニ

N
o
u
d
e
n

ノ
ミ
シ
カ
ト
定
ル
格
ナ
キ
ニ
似
タ
リ
因

彼
女
に
美
色
あ
り
し
時
は
こ
れ
有
光
の
燈
な
り
き

前
卜
同
訳
ナ
リ

朱^
〉

第
十
六
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o
m
 d
a
t
 h1J 
h
i
c
r
 
Z
o
u
 g
e
w
o
o
rt g
e
w
e
e
e
s
t
 z
i
j
n
,
 zo w
i
n
d
e
n
 w
1
J
 
Z
u
l
k
e
 o
v
e
r
 b
lij
fsel. 

闘

回

学

生

前

父
」

〈朱
〉

第
二
十
此
モ
未
来
ナ
リ

o
m
 d
a
t
 h11 
te 
h
u
1
1
s
 b
h
iv
e
n
 z
a
l,
 w
il 
m
e
n
 n
i
e
t
 g
e
e
a
n
 

彼
人
家
二
あ
る
へ
け
れ
バ
人
行
こ
と
を
欲
せ
す

〈朱
〉

第
二
十
此
ハ
未
来
ナ
リ
」
(17
オ
）

彼
人
家
二
あ
ら
め
ば
人
行
こ
と
を
欲
せ
ず

然
レ
托
実
ハ
甚
異
ナ
リ
ヘ
く
ば
べ
け
れ
は
卜
訳
ス
ル
語
ハ
下
二
見
タ
リ

〈朱
〉

第
二
十

是
等
ノ
語
耳
遠
ク
シ
テ
如
何
ン
ト
思
ハ
、
仮
二
あ
り
せ
は
ノ
類
ナ
ル
ヲ
ベ
く
バ
ニ
代
へ
い
は
ま
せ
ら
ノ
類
ナ
ル
ヲ
ベ
け
れ
ど
二
代
フ
ベ
シ

o
m
 d
a
t
 h11 
te 
h
u
1
j
s
 
b
h
1
v
e
n
 z
a
l
.
 w1
l
m
e
n
'e
r
 n
i
e
t
 g
e
e
a
n
 

モ
然
リ

前
ナ
ル
語
ノ
訳
ヲ
あ
ら
ん
も
卜
云

1
古
歌
ナ
ド
ニ
ハ
見
ア
タ
ラ
ズ
古
歌
ニ
ハ
カ
ヤ
ウ
ノ
時
モ
ヤ
ハ
リ
あ
り
か
も
卜
云
ヘ
ル

1
多
シ
然
レ
圧

ソ
レ
ニ
習
ヒ
テ
ハ
仮
令
卜
未
来
ト
ノ
訳
法
分
明
ナ
ラ
ズ
故
二
今
ハ
仮
二
あ
ら
ん
も
卜
訳
ス
」
(16
ウ
）

あ
り
せ
は
い
は
ま
せ
ば
あ
ら
ま
し
か
ハ
ナ
ド
ノ
せ
バ
皆
同
意
ナ
リ
あ
り
せ
は
い
は
ま
せ
ど
あ
ら
ま
し
か
ハ
ナ
ド
ノ
せ
ば
ま
せ
と
ま
し
か
と

此
レ
ハ
上
ノ
句
仮
令
ナ
リ

コ

我
れ
家
に
あ
ら
ま
し
か
ど
彼
人
妥
に
来
じ
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h
o
e
 w
e
l
 hij 
h
1
e
r
 z
o
u
 g
w
o
o
r
t
 g
w
e
e
s
t
 z1Jn
,
 zo
 v
r
n
d
e
n
 w
1
J
 d
a
g
 g
e
e
n
 o
v
e
r
 bl!Jvel 

]
 
o
g
 jJ -
彼
人
妥
に
す
ミ
め
れ
ど
我
等
猶
其
跡
を
見
す

〈朱
〉

第
二
十
六 此
モ
未
来
ナ
リ

彼
人
家
に
あ
ら
め
と
人
行
こ
と
を
欲
せ
す
」
(18
オ
）

〈朱
〉

第
二
十
五 見
エ
タ
リ

〈朱
〉

第
二
十
四

o
m
 d
a
t
 h1J 
h1
e
r
 z
o
u
 g
e
w
o
o
r
t
 g
e
w
e
e
s
t
 w
a
r
e
n
 z
o
 v
o
r
d
e
n
 z1
J
 N
 D
i
k
e
 o
v
e
r
 b
l
i
j
v
s
e
l
 

彼
人
妥
二
住
ル
め
ば
彼
等
か
、
る
迩
を
見
た
り
」
(17
ウ
）

此
ハ
過
去
ニ
シ
テ
上
ノ
句
ハ
過
去
中
ノ
過
去
ナ
リ
事
迩
ノ
語
ナ
ル
故
現
世
詞
ヲ
以
テ
記
ス
因
ニ
テ
前
ナ
ル
ト
同
訳
ナ
リ

o
m
 d
a
t
 h11 
d
a
a
r
 z
o
u
 g
e
w
o
o
r
t
 g
e
w
e
e
s
t
 ZIJn 
z
o
 v
o
r
d
e
n
 W
IJ 
N
 u
lk
e
 o
v
e
r
 blijfsel 

彼
人
彼
所
二
住
た
る
る
へ
け
れ
バ
我
等
か
、
る
逃
を
見
た
り
き

此
ハ
過
過

〔
果
〕
ナ
リ
上
ノ
句
ハ
事
迦
語
ノ
意
ニ
テ
現
世
二
訳
シ
未
ノ
き
ノ
字
ヲ
以
テ
―
二
束
ネ
テ
過
去
ト
ナ
ス
是
格
前
ニ
モ

h
o
e
 w
e
!
 h1J 
te 
h
u
y
s
 b
l
y
v
e
n
 z
a
l,
 wi
l
 
m
e
n
 c
e
r
 m
e
t
 g
a
a
n
 

〈朱
＞

第
二
十

此
ハ
上
ノ
句
過
去
ナ
リ

彼
人
妥
二
住
ル
め
ば
我
等
か
、
る

〔
か
く
る
〕
述
を
見
た
り
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闘

「蘭
学
生
前
父
」

右
仮
令
ナ
リ
即
本
歌
ノ
意

1
ハ
ナ
イ

詞
ナ
リ
ト
知
ラ
ル

但
シ
ま
し
卜
云
語
ハ
耳
遠
シ
故
二
仮
二
ベ
し
二
代
フ

惣
テ
仮
令
ノ
時
ハ

N
o
u
d
e
n
ヲ
ま
し
卜
訳
ス

此
ハ
上
ノ
句
過
去
ナ
リ
是
語
諸
格
前
二
見
タ
ル
故
是
二
略
ス
俗
語
ニ
テ
云
ハ
ゞ
い
は
め
は
い
は
め
と
ハ
言
ウ
カ
ラ
言
ウ
ケ
レ
ト
ト

い
ふ
へ
け
れ
ハ
い
ふ
へ
け
れ
ど
ハ

言
テ
ア
ロ
ー
カ
ラ
。
言
デ
ア
ロ
ー
ケ
レ
ド
。
又
ハ
言
ソ
ー
ナ
モ
ノ
ジ
ヤ
カ
ラ
。
言
ソ
ー
ナ
モ
ノ

シ
ャ
ケ
レ
ド
い
ひ
け
れ
バ
い
ひ
け
め
ど
ハ

言
ウ
タ
ロ
ー
カ
ラ
言
タ
ロ
ー
ケ
レ
ド
ナ
リ
い
は
め
ば
卜
い
ひ
け
め
ば
ト
ノ
別
ハ
い
は
め

ハ
疑
ノ
意
ナ
シ
い
ふ
へ
け
れ
ば
ハ
疑
テ
推
ハ
カ
ル
意
」
ナ
リ

(18
ウ）

以
上
二
十
七
則
ノ
語
ハ
余
力
作
為
二
出
タ
レ

FE
各
本
ツ
ク
所
ナ
キ
ニ
ア
ラ
ズ
然
レ
任
猶
倒
置
等
ノ
謬
托
ア
ル
ベ
ケ
レ
ハ
後
人
ノ
正

シ
玉
ン

1
ヲ
希
フ
第
四
則
卜
第
十
二
則
ト
ハ
全
キ
本
文
ア
リ
殊
二
妓
女
ノ
語
ハ

g
e
s
1
g
t
,
ligt
,
 卜
韻
ヲ
押
リ

Z
o
u
d
e
n
-
N車
デ

へ
飛
鳥
川
し
か
ら
み
渡
し
せ
か
ま
せ
ハ
流
る

、
水
は
の
ど
け
か
ら
ま
し

ヘ
世
の
中
に
た
ゑ
て
桜
の
な
か
り
せ
ば
春
の
心
は
」
の
と
け
か
ら
ま
し

(19
オ）

ヘ
逢
見
す
ハ
恋
し
き
こ
と
も
な
か
ら
ま
し
音
に
そ
人
を
き
く
へ
か
り
け
る

下
ノ
句
ノ
ヘ
か
り
け
る
ノ
ベ
し
モ
ま
し
ノ
意
二
類
セ
リ
音
に
そ
人
を
き
か
ま
し
卜
云
卜
同
意
ナ
リ
然
レ
ハ
ま
し
ト
ベ
し
ト
ハ
近
キ

仮
令
卜
推
ハ
カ
ル
ト
ノ
弁
ハ
右
ノ
歌
ノ
意
ヲ
以
テ
左
二
示
ス
ニ
テ
知
ラ
ス
ベ
シ

飛
鳥
川
ニ
シ
ガ
ラ
ミ
ヲ
渡
シ
テ
セ
イ
テ
見
タ
ラ
バ
サ
ゾ
流
ル
水
ガ
ノ
ド
カ
デ
ヨ
カ
ロ
ー
ニ
セ
カ
ズ
ニ
ア
ル
カ
ラ

一
向
ニ
ノ
ド
カ
ナ

- 79-



ヲ
疑
フ
ナ
リ
ト
イ
ヘ
リ

h
o
e
 z
o
 h
a
a
s
 te
li
jk 
v
a
ll
e
n
 d
e
 b
lo
e
m
e
n
 a
t
!
 

し
つ
こ
、
ろ
な
く
花
の
ち
る
ら
ん

（
ママ）

疑
ノ
詞
卜
未
ナ
ル
歎
息
ノ
点
ト
ニ
ヨ

リ
テ
ら
ん
の
意
ヲ
知
ル
但
シ
現
世
ノ
詞
ナ
リ
ら
ん
ハ
つ
ら
ん
ぬ
ら
ん
何
レ
モ
同
意
ナ
リ
管
ヘ

ハ
歌
二
い
ふ
ら
ん
卜
云
テ
ハ

一
字
足
ラ
ヌ
時
ハ
い
ひ
つ
ら
ん
卜
云

1
ヲ
得
本
居
氏
曰
此
ら
ん
ハ
然
ル
ヲ
疑
フ
ニ
ア
ラ
ズ
然
ル
所
以

右
ノ
け
り
め
り
ノ
外
ナ
ル
詞
ハ
定
格
ア
ル
モ
ノ
多
シ

春
は
来
に
け
り

d
e
 l
e
n
t
e
 
1s 
al 
g
e
k
o
m
e
n
.」(20
オ
）

河
水
乱
れ
て
流
る
め
り

け
り
め
り
ハ
意
ノ
決
ス
ル
詞
ナ
リ
其
内
け
り
ハ
過
去
め
り
ハ
現
世
ナ
リ
蘭
ニ
ハ
様
々
ノ
点
ヲ
以
テ
句
ヲ
絶
ツ
故
二
け
り
め
り
二
当
ル
ベ
キ
詞

〈朱
点
〉

（
マ
マ）

ナ
シ

唯
未
二
畢
点
丑
~
ア
ル
所
二
自
ラ
是
等ノ
意
ヲ
含
メ
ル
所
多
シ
文
勢
ニ
ヨ
リ
テ
知
ヘ
シ
詳
二
説
ク

1

能
ハ
ス
仮
ニ

―
二
例
ヲ
示
サ
ン

〈朱
〉

h
e
t
 r
 〔こ

ivier
w
a
t
e
r
 v
loeit z
o
 v
e
r
w
a
r
d
e
lijk 

0
種
々
ノ
結
ヒ
語

右
推
ハ
カ
ル
意 （

マ
マ

）

飛
鳥
川
ニ
シ
ガ
ラ
シ
渡
シ
テ
セ
ク
ハ
ヅ
カ
セ
カ
ヌ
筈
力
未
ダ
知
レ
」
ネ
ド
モ
セ
ク
ナ
ラ
バ
水
ガ
ノ
ド
カ
ニ
流
ル

、
デ
ア
ラ
ウ

(19
ウ
）
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闘

「蘭
学
生
前
父
j

（マ

マ
）

此
ハ
歎
〔
難
〕
息
ノ
詞
卜
疑
ノ
詞
卜
未
ノ
歎
息
ノ
点
ト
ニ
ヨ
リ
テ
知
ル

か
な
ハ
現
世
詞
ナ
リ

し
つ
こ
A

ろ
な
く
花
の
ち
る
か
な

0
:
 w
a
t
 1s
 h
e
t
 h
a
a
s
t
i
g
 a
u
t
 v
a
l
l
e
n
 d
e
r
 b
lo
e
m
e
n
.
 

幸
な
る
哉

6
 w
a
t
 is 
d
a
t
 g
e
lu
k
k
1
y
こ(21
オ
）

ツ
、
ハ
現
世
ノ
詞
ナ
リ
俗
ニ
ナ
ガ
ラ
ト
云

け
ら
し
ハ
過
去
ナ
リ
此
モ
俗
ニ
ハ
来
タ
ソ
ー
ナ
ト
云

彼
人
妥
二
来
に
け
ら
し

m
i
s
f
i
h
i
e
n
 w
a
s
 h1
1
 hi
e
r
 g
e
k
o
m
e
n
.
 

ら
し
卜
常
ノ
ら
ん
ト
ヲ
分
別
ス
ヘ
キ
閾
詞
イ
マ
ダ
思
ヒ
得
ス

キ
ク

持
統
天
皇
ノ
歌
モ
万
葉
ニ
ア
ル
本
歌
ハ
夏
来
る
ら
し
卜
有
俗
ニ
ハ
夏
ガ
来
タ
ソ
ー
ナ
ト
云
フ

a
le
e
t
e
n
d
e
,
 al 
s
l
a
p
e
n
d
e
 

寝
ツ
、
喰
ツ
、

夏
来
る
ら
し
」
(20
ウ）

ら
し
モ
現
世
ノ
詞
也

m
1
s
f
i
h
i
e
n
 
1s 
d
e
 z
o
m
e
r
 al 
g
e
k
o
m
e
n
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Z
u
ll
e
e
n
.
 ハ
将
ノ
字
ノ
如
シ
又
其
人
二
対
シ
言
フ
時
ハ
下
知
ノ
詞
ニ
ナ
ル
ナ
リ

z
ijn

イ
ヘ
リ

り
卜
訳
ス
ル
モ
言
て
あ
り
ナ
リ
万
葉
二
言
有
卜
書
ク

1
ア
リ
然
レ
托

z
ijn

ノ
意
ハ
在
ノ
字
二
当
レ
リ
言
テ
此
二
在
意
ナ
リ
に
あ
り
卜
言

ズ
シ
テ
あ
り
卜
云
故
万
葉
ニ
ハ
有
ノ
字
ヲ
書
タ
ル
ベ
ケ
レ
圧
其
実
ハ
あ
り
卜
云
モ
亦
在
ノ
意
ナ
リ
其
外
降
れ
り
ハ
降
り
て
あ
り
ナ
リ
隕
た

る
ハ
隕
て
あ
る
也
言
へ
る
降
れ
る
隕
た
る
上
た
る
ナ
ト
ノ
言
ヒ
様
ハ
詳
二
本
居
翁
ノ
言
葉
ノ
玉
の
緒
ニ
モ
見
エ
テ
難
キ

l
ニ
ハ
ア
ラ
ネ
托

一
向
二
国
学
二
無
案
内
ナ
ラ
ン
人
ハ
唯
二
」

言
た
る
降
た
る
ナ
ト
皆
た
る
ヲ
附
テ
心
得
ベ
シ
訳
二
用
ン
モ
ヨ
シ
た
り
ハ
即
「
て
あ
り
」
ナ

(22
オ）

リ
虚
ノ
静
ニ
ア
ヘ
ハ
な
り
卜
訳
ス
明
力
な
り
愚
な
り
ナ
ト
ノ
類
也
但
シ
白
し
清
し
ナ
ド
ハ

即
チ
白
く
あ
り
清
く
あ
り
ト
イ
フ
ニ

同
シ
キ
故

zOllen zouden 

ら
ん
又
ハ
下
知
ノ
詞

な
ん
て
ん
へ
し
ま
し

0
六
詞
秘
訳
叉
疋
格

た
り
に
あ
り

n
な
り

J
 

•
Z
Iし

waaren 

なにた
りあり
きりき
き

hebben 

あぬつ
り

n
 
e
 
き

d
 
d
 
a
 

h

あ
り
き
」
(21
ウ）

が
に
ハ
未
来
詞
ナ
リ
俗
ニ
ハ
か
へ
り
来
ル
ヤ
ウ
ニ
ト
云

か
へ
り
く
る
が
に

o
p
 d
a
t
 h
1
J
 
w
e
d
e
r
 k
o
m
t
 

ハ
在
ノ
字
ノ
如
シ
動
詞
二
遇
ハ
た
り
卜
訳
ス
言
ヘ
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翡
「
蘭
学
生
前
こ

諸
格
前
二
詳
ナ
リ

我
に

一
筆
あ
り

h
e
b
b
e
n

動
詞
二
遇
ハ
つ
、

静
虚
ニ
ハ
値
フ

1
ナ
シ

d
a
a
r
 z
1
1
n
 
z
 

z1
1
 z1
j
n
 
d
o
e
r
 

彼
等
か
し
こ
二
あ
り

し
ノ
字
即
く
あ
り
ノ
意
ニ
テ
Z
I
J
n

二
当
ル
因
テ
是
等
ニ
ア
ヘ
バ
Z
I
J
n

ヲ
し
卜
訳
ス

又
形
容
詞
9
い
ヲ
音
ニ
テ
言
フ
時
ハ
た
り
卜
訳
ス
赫
た
り
琵
た
り
ナ
ト
ノ
類
ナ
リ
幸
必
ト
ア
リ
赫
ト
ア
リ
ト
云

l
ナ
リ

実
詞
ニ
ア
フ
時
モ
な
り
卜
訳
ス
此
時
ハ
也
ノ
字
二
通
ス

但
シ
な
り
モ
「
に
あ
り
」
ノ
約
ニ
シ
テ
元
来
ハ

一
ナ
リ
古
書
ニ
ハ
在
」
ノ
字
ヲ
な
り
ト
モ
読
メ
リ

(22
ウ
）

彼
所
二
彼
等
あ
り

此
時
ハ
あ
り
卜
訳
ス
ベ
ケ
レ
托
彼
所
に
あ
り
彼
卜
云
意
也
N
ijn

ハ
元
来
w
e
z
e
n

卜
云
詞
ナ
ル
故
二
在
ノ
義
ナ
リ

1
k
 
h
e
s
 p
e
n
 

w
a
a
r
e
n
 

z
o
u
d
e
n
 

つ
る
、

ぬ
、
ぬ
る
、
卜
訳
ス
レ
托
実
詞
二
遇
ハ
あ
り
卜
訳
ス
物
ヲ
持
有
ノ
意
ア
ル
字
ナ
ル
故
有
ノ
字
ノ
義
也

我
有

一
節

ノ
有
ノ
字

h
a
d
d
e
n
動
詞
ニ
ア
ヘ
ハ
き
、
し
、
卜
訳
ス
実
詞
ニ
ア
ヘ
ハ
あ
り
き
卜
訳
ス

h
e
b
b
e
n

二
準
ス
ベ
シ
」
(23
オ
）

是
モ
Z
l
j
f
i

ニ
準
ス
ベ
シ

虚
二
遇
時
ハ
に
あ
り
卜
訳
ス
正
ク
在
ノ
字
二
当
レ
リ

h
e
t
 1s 
v
O
O
r
 2
1
1
n
 

そ
れ
ハ
火
也

-83-



蘭
学
生
前
父
大
尾
」
(24
オ）

右
詳
ナ
ル

1
ハ
助
字
考
ニ
イ
ヘ
ル
カ
故
此
二
略
ス

/¥u 
紅臼
之 g 之ぇ
死 5 死乏
~0 

' ゜姿 9: 己
笞悶匡
;:;; C: ;,;--

苔昔旦

j ! ~ 

B
 

(

:
lft 
t
a
n
d
1
g
e
n
a
a
m
w
o
o
r
d
.
 

〇
詞
品
固
〔
詞
〕

実

sub 

w
e
r
k
e
n
d
e
 w
e
r
k
w
o
o
r
d
.
 

w
e
r
k

動
他

VA

動

v

o
n
z
i
j
d
g
e
 v.. 

虚

活

／

自

動

VN

[
 toe v
o
e
y
 lijk 
n
a
a
m
w
o
o
r
d
 

静

静

ADI」(23
ウ）

'̂n
a
a
m
w
o
o
r
d
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*~ 戸ヒ葉1"''"(ヤ米薬
Vian de 

Woorden O hikking 

voor alle di 〔廿〕 ngen gaat it vast, dat het 

substantivum en it adiectivum malkeender, 

in gerlachte, getal en竺主 gel打kmaeter 

幻n

een groot man. 

eene groote Vrouw 

Meerv. 

groote mannen.」
ぼ-1<,)

groote vrouwen 

de naam en it werkwoord moeten in it 

Zelfde getal sttan 

Enkelv 

het kind slaap 

Meerv 

de kinderen slaapen 

詞国地如認J

S
8
 



m de conjugatie word de benoemde Zaak 

als de derde persoon aangemerkt 

enkelv 

het boek vie!」
ぼ -r:--)

meerv 

de boeken vielen. 

de naamen van koninglijken en landshapp., 

"en hebben een articulus defihnitus'voor 

Zich Zij de proepostiones, en de daar voor 

koomen. 

europa 

Vrankrijk 

holland 

9
8
 

maar men zegt・ 

ik Zal na vranklyk gaan.」
（思-k-)

hij woont in Zeelund. 

hij komt uit poo 〔叫 len.

hij vertrekt na bruffel 



men stelt altijd des voor het substantivum 

in 1t meervoudge, en de voor het adject .. 

"ivum in diergelijk geval. 

daar zijn geleerde mannen. 

het is bijna hes zelfde, of het adjectivum 

voor of na is subustantivum stuat, be .. 

"hulven in de adjectvucoloris, die tegen 

de duitsche, telling altijd na it substani」
（思や）

vum koomen 
A
0
0
 w1tte brood 

zoode w1Jn. 

groen zijde. 

de naamen vun studen, vloeden, rijken 

enz. nu hunne appellativa stoonde, wor .. 

"den in genitivo gejtelt. 

de stad parijs 

den zijn stroom. 

het zijn van engeland. 

醤国祠芦」



de naamen die zaaken betekenen, welke」
(1:i-k-) 

in gedeeltens gebruik woorden, moeten 

1 n gem ti vo staan 

gees mij wijn. 

Taps bier. 

1k hes geld 

men gebnuik in it frunsch de tweede persoon 

van it een voud, alleen als men gemee .. 

"nzaamlyk of met veel verachtmg spree., 

"ktj zo dat in alle andere voorvallen, 

e D it promomen en it Venbum in it meer., 

"vaud moeten staan」
(1:i-t-) 

hebt gij u boeken ontfangen 7 

voly den vaad uwer Vrienden 

oo
oo 

w1en moet men dat boek geeven? 

ffilj 

wien hoord dat toe? 



hem, haar, hen-lieden 

hij geeft mij Zoo veel is maancls 

hij Zal'er u de reclen van zeggen 

`̀
l 
ャ8Z
 

_
_
 

J
‘~ 

geeft mij dat 

schrijft hem een brief 

Jndicutiv(!s 

uw broeder kend mij we! 

hij zoekt u over al 

Juperativus 

laat mij met vreden 

Zoekt hem over al 

6
8
 

Slijn ziel 

Owe onwetendheid.」
（怨i')

ZIJn vriendschap. 

huar of zyn hoogheid 

醤 r翌将迎認 J



叫 nmaJesteit. 

z1Jn heiligheid. 

hij is welgemaukt van lijf 

enkelv 

de man die hier komt 

de vrouw die altijd kijft. 

meerv.」
（念'k-)

de mannen die hier koomen. 

de vrouwen die altijd k1Jven. 

0
6
 

was Jauren hebt gij? 

Uit wat land Zijt gij? 

wat voor een man hebt gij gesprooken? 

rn de onder vraagender wyze, als'er persoo,, 

"nen gemeld warden, sfaat in de n 〔叫aam,,

"val welk het werkwoord regeert 



w1e Zoekt Zij? 

van w1e spree kt gij?」
（食句

aan w1e shrijft gij? 

wat Ziet gij? 

wat Zegt hij? 

waar spreekt gij van? 

waar den kt gij om? 
1
6
 

(-ll(: 〉

w1J spra函〕 ken van u, toen gij ingetreden 

zijt. 

Toe ik Jong was, heerd ik meer」
(g-k-) 

van 1t speelen als van it studeeren.」
(g0) 

Aantonende W1Jze. 

G. w. T. n. Zn. V. w. b. w. g. w. T. n. Zn b. w. w. w」
（忘4'-)

翡固呈認」



時
制
（
過
去
・
現
在
•
未
来
）
の
文
法
用
語
を
挙
げ
る
。

3

蘭
語
三
世
名
目
（
一
ウ
）

ば
な
ら
な
い
と
説
く
。

2
両
語
之
界
(
-
オ
）

和
語
例
(
-
オ
）

箪
者
が
便
宜
的
に
つ
け
た
も
の
で
あ
る
。

「曲
学
生
前
父
』
は
中
野
柳
圃
の
著
し
た
オ
ラ
ン
ダ
語
の
入
門
書
で
あ
る
と
同
時
に
、
オ
ラ
ン
ダ
語
・
日
本
語
・
中
国
（
漢
）
語
を
対
象
に
し
た
対
照

言
語
学
の
内
容
を
も
盛
り
込
ん
だ
労
作
で
あ
る
。
早
大
本
は
宇
田
川
格
庵
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
写
本
と
し
て
は
こ
の
早
大
本
の
ほ
か
、

（
註
l
)

無
窮
会
所
蔵
本
と
若
林
正
治
所
蔵
本
が
現
存
し
、
そ
れ
ぞ
れ
若
干
の
違
い
が
み
ら
れ
る
と
い
う
。
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
別
の
機
会
に
譲
る
と
し
て
、
本

稿
で
は
早
大
本

「閾
学
生
前
父
」
の
内
容
に
つ
い
て
要
約
的
に
解
説
し
て
お
く
。

「閾
学
生
前
父
』
は
全
十
三
の
項
目
か
ら
な
り
、
各
項
目
の
内
容
は
ほ
ぼ
以
下
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
な
お
各
項
目
の
冒
頭
に
あ
る
通
し
番
号
は
、

日
本
語
の
例
を
挙
げ
、
切
れ
る
か
続
く
か
と
い
う
概
念
が
言
語
に
は
あ
る
と
い
う
確
認
。

単
純
に
意
味
の
上
で
は
同
じ
で
も
、
オ
ラ
ン
ダ
語
と
日
本
語
で
は
性
格
の
異
な
る
、
つ
ま
り
自
他
の
異
な
る
語
が
あ
る
と
い
う
事
例
。
例
え
ば
「
言

ふ
」
は
、
日
本
語
で
は
自
他
と
も
に
用
い
る
の
で
「
い
へ
る
人
」
と
い
う
言
い
方
が
可
能
だ
が
、
オ
ラ
ン
ダ
語
で
は
他
動
詞
と
し
て
扱
う
た
め
、
日
本

語
の
「
い
へ
る
人
」
に
当
た
る
言
い
方
は
存
在
し
な
い
。

一
方
「
隕
つ
」
は
自
動
詞
で
あ
る
か
ら
、
訳
す
時
に
「

i
ぬ
る
」
「

I
た
る
」
の
区
別
を
せ
ね

『
蘭
学
生
前
父
〈
ラ
ン
ガ
ク
セ
イ
ゼ
ン
フ
〉
』
解
題
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，
 

8
 

7
 

6
 

5
 

闘

「蘭
学
生
前
父
」

タ
ー
ン
ニ
六
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
以
下
の
と
お
り
。

オ
ラ
ン
ダ
語
の
単
語
十
一
語
の
現
在
形
と
過
去
形
を
挙
げ
る
。

を
挙
げ
て
そ
の
訳
も
示
す
。

〈2
〉
で
挙
げ
た
「
言
ふ

・
隕
つ
」
の
二
例
、
及
び
形
容
詞
「
白
し
」
の
八
切
れ
る
形
＞
を
曲
日
対
照
に
し
て
示
す
。
自
動
詞
に
は
「
ぬ
」
、
他
動
詞

に
は
「
つ
」
が
接
続
す
る
こ
と
に
も
言
及
し
て
い
る
。

続
ク
詞
（
三
オ
）

〈2
〉
で
挙
げ
た
「
言
ふ

・
隕
つ
・
折
る
」
の
三
例
、
及
び
形
容
詞
「
白
し
」
の

〈続
く
形
〉
を
蘭
日
対
照
に
し
て
示
す
o

〈2
〉
を
さ
ら
に
発
展
さ

せ
た
も
の
で
、
他
動
詞
に
は
目
的
語
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
用
例
を
挙
げ
て
詳
し
く
説
明
し
て
い
る
。
ま
た
各
オ
ラ
ン
ダ
語
に
対
し
、
漢
語
訳
と
日
本

語
の
古
語
訳
、
口
語
訳
の
三
種
を
与
え
て
い
る
た
め
、
閑
ー
日
ー
漢
の
三
か
国
語
が
対
照
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

三
世
図
（
七
ウ
）

時
制
を
表
わ
す
助
動
詞
お
よ
び
存
在
詞
の
具
体
例
を
提
示
。
挙
げ
ら
れ
て
い
る
助
動
詞
は
「
z
o
u
d
e
n
,
z
o
u
,
 
N
 o
u
d
e
.
 〈過
去
及
ヒ
仮
令

・
未
来
〉
、

h
a
d
d
e
n
,
 ha
d
,
 ha
d
t
.
 
〈
過
去
及
ヒ
仮
令

・
過
去
〉
、
z
ull
e
e
n
,
zal
,
 
N
 ult. 

六
詞
ヲ
重
ヌ
ル
秘
訳
（
八
ウ
）

〈
現世
•
未
来
〉、

h
e
b
b
e
n

,

h
e
d
,
 he
e
ft
,
 he
b
t
.
 〈現
世
・
過
去
〉
」
、
存
在
詞
は

「w
a
a
r
e
n
,
w
a
s疇

w
a
a
r
t

〈
過
去
及
ヒ
仮
令
・
現
在
〉
、
z1Jn
,
b
e
n
,
 1s
.
 
N
 iJt

〈
現
世
・
現
在
〉
」
で
あ
る
。

右
の

〈6
〉
の
中
か
ら
訳
す
際
に
問
題
と
な
る
よ
う
な
語
を
六
種
選
び
、
微
妙
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
比
較
説
明
し
て
い
る
。
具
体
例

事
迦
ノ
詞
（
九
ウ
）

種
々
ノ
詞
遣
ヒ
(
+
ウ
）

六
パ
タ
ー
ン
ニ
六
の
バ
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
と
そ
の
和
訳
を
挙
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
文
法
的
な
説
明
と
具
体
的
な
訳
し
方
を
説
明
し
て
い
る
。
六
パ

4

切
ル
、
語
(
-
ウ
）
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第十

0

「
あ
る
か
ら

•

あ
る
が
故
」
…
〈
現
世
の
現
世
〉

0

「
あ
ら
ば
•
有
共
」
・
・
・
〈
現
世
の
未
来
〉

0

「
あ
り
し
か
•
あ
り
し
か
ど
」
…
〈
真
の
過
去
〉

0

「
あ
れ
ば
•
あ
れ
と
も
」・
・
・
〈
現
世
の
過
去
〉

第

十

例

文

I
の
〈
未
来
形
2
〉
「
（
訳
は
前
と
同
じ
）
」

第

九

例

文

I
の
〈
未
来
形
1
〉
「
：
・
言
ふ
人
あ
ら
し
」

第
八

2
現
在
形
〉
「
彼
人
家
に
あ
る
か
故
に
・
・
・
」

第
七

例
文
I
益
似
人
家
に
あ
る
時
は
彼
所
に
在
て
敢
て
言
ふ
人
な
し
|
^
頚
五
在
形
〉

「
ば
」
の
意
味
二
種
（
ー
と
／
ー
の
で
）
を
和
歌
を
用
い
て
説
明
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
す
る
オ
ラ
ン
ダ
語
及
び
そ
の
解
説
も
示
す
。
本

文
の
和
歌
と
欄
外
に
朱
書
さ
れ
て
い
る
和
歌
の
出
典
は
次
の
と
お
り
。

あ
と
見
れ
ば
心
な
く
さ
の
浜
千
鳥
今
は
声
こ
そ
聞
ま
ほ
し
け
れ
（
『
後
撰
和
歌
集
」
巻
十

ち
れ
は
こ
そ
い
と
、
桜
は
め
で
た
け
れ
浮
世
に
何
か
久
し
か
る
べ
き
（
『伊
勢
物
語
j

八
二
段）

（
欄
外
）
命
だ
に
心
に
か
な
ふ
物
な
ら
ば
な
に
か
別
れ
の
か
な
し
か
ら
ま
し
（
「古
今
和
歌
集
j

巻
八

例
文
II
益
倣
人
か
く
久
し
く
和
蘭
国
に
あ
り
し
か
ば
、
和
蘭
の
語
を
云
ふ
こ
と
甚
よ
し
ー
〈
現
在
完
了
形

例
文
I
の
〈
理
由
を
表
わ
す
形

例
文
I
の
〈
理
由
を
表
わ
す
形

例
文
I
の
〈
仮
定
形
〉
「
…
家
に
あ
り
せ
ば
…
言
ふ
人
な
か
ら
ま
し
」

そ
の
他
仮
定
法
に
と
も
な
う
時
制
の
整
理
と
し
て
次
の
も
の
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

1
現
在
形
〉
「
彼
人
家
に
あ
る
か
ら
：
・
」

第
六

例
文
II
の
〈
過
去
完
了
形
過
去
中
の
過
去
〉
「
…
か
く
久
し
き
…
」

第
五

過
去
か
ら
現
在
〉

第
四
例
文

I

の
〈
過
去
形
3

現
在
の
中
の
過
去
〉
「
：
•
あ
れ
は
…
」

第
三

例
文
I
の
〈
過
去
形
2
〉「
…
あ
り
し
時
は
：
・な
か
り
き
」

第
二

例
文
I
の
〈
過
去
形
l
〉
「
:
・
な
か
り
き
」

第

笏Cヽ

離
別
歌

六
三
五

三
八
七
）
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翡

同

学

生

前

父
」

そ
の
他
、
俗
語
の
訳
し
方
と
し
て
以
下
の
も
の
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

第
一-+-〈

例
文
VI
の
〈
過
去
形
2
〉
「
:
・
住
み
め
れ
ど
我
等
猶
其
跡
を
見
ず
」

第
一十
五
例
文
V

の

〈未
来
形
3
〉

「
:
•
あ
ら
め
ど．．． 
」

上
の
句
は
現
世
に
訳
し
、
末
の
「
き
」
で
過
去
と
し
て
訳
す
。

第

一十
一
例
文
V
の
〈
未
来
形
2
〉
「
：
・家
に
あ
る
べ
け
れ
ば
：
．」

第
――士
一
例
文
VI
益
仮
人
妥
に
住
る
め
ば
我
等
か
か
る
述
を
見
た
り
ー
〈
過
去
形
1
〉

第
―-+――
―

例
文
VI
の
〈
過
去
完
了
形

上
の
句
、
過
去
中
の
過
去
〉

第

一十
四
例
文
VI
変
形
益
仮
人
彼
所
に
住
み
た
る
べ
け
れ
ば
我
等
か
か
る
迦
を
見
た
り
き
ー
〈
過
去
完
了
形

現
世
詞
で
記
し
て
あ
る
が
、
訳
は
前
と
同
じ
。

第
―-+

例
文
＞
益
恢
人
家
に
あ
ら
め
ば
人
行
こ
と
を
欲
せ
ず
ー
〈
未
来
形
1
〉

第十九
第
丈

例
文
Ill
の
〈
仮
定
形
〉
「
…
あ
ら
ん
も
…
鐙
な
ら
ま
し
」

例
文
W
；
我
れ
家
に
あ
ら
ま
し
か
ど
彼
人
妥
に
来
じ
ー
〈
仮
定
形
〉

第
屯

例
文
m

の

〈過
去
形
2

〉

「
:•あ
り
し
時
は
こ
れ
有
光
の
燈
な
り
き
」

第
芸

例
文

m
の
〈
過
去
完
了
形
〉
「
（
訳
は
前
と
同
じ
）
」

第
玉

例
文

m
の
〈
現
在
完
了
形

過
去
よ
り
現
在
〉

「
：••あ
り
し
か
ど
も
…
燈
な
り
」

第
西

例
文
llI
の
〈
過
去
形
1
〉
「
…
あ
り
し
か
ど
も
…
燈
な
り
き
」

第十
＿―
―
第
士

例
文
皿こ

妓
女
に
美
色
あ
り
と
も
こ
れ
無
光
の
燈
な
ら
ん
ー
〈
未
来
形
〉

例
文
m

の
〈
現
在
形
〉

「
：
•
あ
れ
ど
も
：
．
燈
な
り
」

0

「
あら
め
ば
•
あ
ら
め
ど
」
…

〈
真
の
未
来
〉

過
過
〉

0

「
あ
り
せ
ば
•
あ
ら
ま
し
」
…
〈
仮
令

〉
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0

「
い
は
め
は
•
い
は
め
」
…
「
言
う
か
ら
・
言
う
け
れ
ど
」

0

「
い
ふ
べ
け
れ
は
•
い
ふ
べ
け
れ
ど
」
…
「
言
て
あ
ろ
う
か
ら
・
言
う
で
あ
ろ
う
け
れ
ど
、

Z
o
u
d
e
n
之
事
(
+
九
オ
）

と
お
り
で
あ
る
。

言
い
そ
う
な
も
の
じ
ゃ
か
ら
・
言
い
そ
う
な
も
の
じ
ゃ
け
れ
ど
」

0

「
い
ひ
け
れ
ば
•
い
ひ
け
め
ど
」
…
「
言
う
た
ろ
う
か
ら
・
言
う
だ
ろ
う
け
れ
ど
」

※
な
お
、
最
後
に

〈以
上
二
七
則
：
．
〉
と
あ
る
が
、
本
文
に
は
二
六
則
し
か
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
。

N
 o
u
d
e
n

は
基
本
的
に
「
ま
し
」
と
訳
せ
ば
よ
い
と
す
る
が
、
「
ま
し
」
は
「
耳
遠
い
」
た
め
「
べ
し
」
で
代
用
で
き
る
こ
と
を
、
和
歌
三
首
を
引
用

し
て
説
明
し
て
い
る
。
ま
た
、
仮
定
と
推
量
の
意
味
の
違
い
に
も
言
及
し
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
項
目
で
引
用
さ
れ
て
い
る
和
歌
三
首
の
出
典
は
次
の

飛
鳥
川
し
か
ら
み
渡
し
せ
か
ま
せ
は
流
る
:
水
は
の
ど
け
か
ら
ま
し
（
『万
葉
集
」
巻
二

世
の
中
に
た
え
て
桜
の
な
か
り
せ
ば
春
の
心
は
の
ど
け
か
ら
ま
し

（
『
伊
勢
物
語
」
八
二
段）

あ
ひ
見
ず
は
恋
し
き
こ
と
も
な
か
ら
ま
し
を
と
に
ぞ
人
を
聞
く
べ
か
り
け
る
（
『古
今
和
歌
集
j

巻
十
四

オ
ラ
ン
ダ
語
に
該
当
す
る
語
句
が
な
く
て
も
、
訳
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
文
末
の
言
い
方
に
つ
い
て
説
明
す
る
。
「
け
り
・
め
り
・
ら
ん
・
ら
し
・

つ
つ
•
か
な
•
が
に
」
の
用
例
を
和
歌
な
ど
に
求
め
、
該
当
す
る
部
分
の
オ
ラ
ン
ダ
語
訳
と
口
語
訳
を
示
す

。

こ
の
項
目
で
引
用
し
て
い
る
和
歌
と
そ
の
出
典
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
傍
線
部
は
本
文
に
お
け
る
引
用
部
分
で
あ
る
。

年
の
内
に
春
は
き
に
け
り
ひ
と
、
せ
を
こ
ぞ
と
や
い
は
む
こ
と
し
と
や
い
は
ん
（
「古
今
和
歌
集
j

巻一

11

種
々
ノ
結
ヒ
語
（
―

-十
オ

10 

0
「
い
ひ
け
め
ば
」
…
「
疑
っ
て
推
し
醤
る
意
」

0
「
い
は
め
ば
」
…
「
疑
い
な
し
」

一
九
七

春
歌
上

恋
歌
四

六
七
八
）
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12 

闘

「蘭
学
生
前
父
」

13

詞
品
図

（二
十
三
ウ）

六
詞
秘
訳
並
定
格
（
二
十
一
ウ
）

ニ
八
三）

が
あ
る
。

一
種
の
講
義
ノ
ー
ト
の
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
、

1

〈
和
語
例
〉
で

久
方
の
ひ
か
り
の
ど
け
き
春
の
日
に
し
づ
心
な
く
花
の
ち
る
ら
む
（
「古
今
和
歌
集
」
巻
二

春
過
ぎ
て
夏
来
る
ら
し
白
拷
の
衣
乾
し
た
り
天
の
香
具
山

（
「
万
葉
集
」
巻
一

「
幸
い
な
る
哉
」

な
お
「
春
は
来
に
け
り
」
「
し
つ
こ
、
ろ
な
く
」
に
つ
い
て
は
同
じ
句
を
含
む
和
歌
が
数
多
く
あ
る
た
め
、
ど
の
歌
の
も
の
で
あ
る
か
は
決
定
で
き
な

い
。
ま
た
、
他
に
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
「
彼
人
妥
二
来
に
け
ら
し
」

•

「
寝
ツ
、
喰
ツ
、
」

•

「
し
つ
こ
、
ろ
な
く
花
の

ち
る
か
な
」
は
出
典
不
明
、
「
河
水
乱
れ
て
流
る
め
り
」
も
出
典
不
明
で
あ
る
が
、
似
た
も
の
と
し
て
「
竜
田
河
紅
葉
乱
て
流
る
め
り
渡
ら
ば
錦
中
や
た

え
な
む
」
（
「古
今
和
歌
集
」
巻
五

扱
う
オ
ラ
ン
ダ
語
六
語
は
〈
6
〉
と
同
様
で
、
お
の
お
の
に
つ
い
て
具
体
的
な
訳
語
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。〈
6
〉
の
場
合
よ
り
も
は
る
か
に
具
体
的

で
、
ど
の
品
詞
に
つ
い
た
ら
ど
う
訳
せ
ば
よ
い
か
が
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
説
明
の
過
程
で
は
動
詞
や
形
容
詞
、
〈
静
虚
〉
（
形
容
詞
）
、
〈
実
詞
〉

（
名
詞
）
と
い
っ
た
柳
圃
独
特
の
文
法
用
語

（
品
詞
名
）
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
こ
の
項
目
で
は
オ
ラ
ン
ダ
語
に
該
当
す
る
日
本
語
の
音
韻
変
化
な
ど
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
。

柳
圃
の
考
え
る
品
詞
の
関
係
固
式
で
あ
る
。
末
文
に
も
あ
る
と
お
り
詳
細
は
説
明
さ
れ
て
お
ら
ず
、
図
式
だ
け
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
図
式
に
み
え
る

用
語
は
現
代
語
と
対
応
さ
せ
て
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
〈
虚
活
〉
は
用
語
、
〈
動
〉
は
動
詞
、
〈
動
他
〉
は
他
動
詞
、
〈
自
動
〉
は
自
動
詞
、
〈
静
〉
は
形
容
詞
、

〈
実
〉
は
名
詞
、
〈
死
〉
は
用
語
が
名
詞
化
し
た
も
の
、
〈
動
之
死
〉
は
動
詞
が
名
詞
化
し
た
も
の
、
〈
静
之
死
〉
は
形
容
詞
が
名
詞
化
し
た
も
の
を
そ
れ

ぞ
れ
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
柳
圃
の
別
著

「助
字
（
詞
）
考
j

で
詳
述
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

※
以
上
の
本
文
は
二
四
丁
オ
ま
で
で
あ
る
。
二
五
丁
以
下
の
蘭
文
は
柳
圃
（
あ
る
い
は
格
庵
）
の
参
照
し
た
文
典
の
一
部
を
転
写
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

全
体
を
通
読
し
て
み
る
と
、
内
容
が
飛
躍
し
て
い
る
観
が
あ
る
の
は
否
め
な
い
。

ニ
八）

春
歌
下
八
四
）
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ル
、
語
〉

言
語
の
切
れ
続
き
に
つ
い
て
述
べ
、

2

〈
両
語
之
異
〉
で
は
〈
続
く
形
〉
に
お
い
て
閾
日
両
語
の
間
に
自
他
の
差
が
あ
る
こ
と
を
説
明
し
て
お
き
な
が
ら
、

3

〈閾
語
一二
世
名
目
〉
で
は
名
目
に
と
ど
ま
ら
ず
時
制
の
話
題
に
な
る
。
4
〈
切
ル
、
語
〉
、
5
〈
続
ク
詞
〉
で
は
再
び
切
れ
続
き
に
戻
る
が
、

6

〈
三
世

図
〉
で
は
再
び
時
制
に
話
が
及
ぶ
。
7

〈
六
詞
ヲ
重
ヌ
ル
秘
訳
〉
で
具
体
的
な
訳
出
法
に
つ
い
て
説
明
が
あ
る
か
と
思
え
ば
、

8

〈
事
迦
ノ
詞
〉
で
再
び

時
制
に
戻
る
、
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。
始
め
か
ら
通
読
し
よ
う
と
す
る
オ
ラ
ン
ダ
語
初
学
者
に
と
っ
て
は
、
こ
の
構
成
は
あ
る
い
は
わ
か
り
に
く
い
も

の
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
各
項
目
の
内
容
を
吟
味
し
整
理
す
る
と
、

科
は
ほ
と
ん
ど
完
璧
に
盛
り
こ
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
。

②
時
制
の
基
礎

一
見
飛
躍
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
な
が
ら
、
全
体
を
体
系
化
し
う
る
材

例
え
ば
、
試
案
で
は
あ
る
が
、
以
下
の
よ
う
に
各
項
目
を
組
み
直
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

③
時
制
の
実
際
と
具
体
的
な
訳
し
方

④
③
の
補
足
（
訳
の
コ
ッ
）

つ
ま
り
1

〈
和
語
例
〉
で
切
れ
続
き
の
概
念
を
確
認
、

2

〈
両
語
之
異
〉
で
〈
続
く
形
〉
に
つ
い
て
蘭
日
両
語
に
違
い
が
あ
る
点
を
例
示
、

4

〈切

•
5

〈
続
ク
詞
〉
で
〈
1
.
2

〉
の
詳
し
い
解
説
を
し
、
〈
4

.
5

〉
で
出
て
き
た
時

制
の
問
題
を
3

〈
蘭
語三
世
名
目
〉

8

〈
事
迦
ノ
詞
〉
で
簡
潔
に
説
く
。
続
い
て
7
〈
六
詞
ヲ
重
ヌ
ル
秘
訳
〉

.
6

〈
三
世
固
〉

•

1
2
〈
六
詞
秘
訳
並
定
格
〉
で
時
制
の
具
体
例
を
挙
げ
、9

〈
種
々
ノ
詞
遣
ヒ
〉

で
そ
れ
ぞ
れ
の
訳
出
法
を
詳
し
く
示
す
。
さ
ら
に
〈
9
〉
で
説
明
不
十
分
の
訳
出
の
コ

ツ
を

10
〈N
o
u
d
e
n
之
事
〉
と
1
1
〈
種
々
ノ
結
ヒ
語
〉
で
補
足
す
る
。

13

〈詞
品
固
〉
は
、
〈12
〉
の
解
説
で
種
々
の
文
法
用
語
を
用
い
た
た
め
、
全
体
的
に
そ
れ
ぞ
れ
の
概
念
的
位
置
づ
け
を
固
で
示
し
て
お
こ
う
と
い
う
意
図

.

,

．
 

①
 

~
.
~.

,

. 

②

③

 

{
｛
⑤
品
詞
の
関
係
図
式
（
品
詞
の
図
示
）

④

⑤

 

3
 

1
|
2
[

口
6
[

8
 

①

蘭

・
日
の
違
い
に
つ
い
て

（自
他）
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閻

「蘭
学
生
前
父
」

で
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。（〈
詞
品
図
〉
は
柳
圃
の
文
法
を
考
え
る
上
で
大
変
重
要
な
図
表
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
書
に
お
い
て
は
図
及
び
図
中
の

用
語
に
対
す
る
説
明
は

一
切
書
か
れ
て
い
な
い
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
後
で
ふ
れ
る
こ
と
と
す
る
。）

以
上
の
よ
う
に
整
理
し
て
み
る
と
、
本
書
が
、
お
そ
ら
く
初
学
者
に
は
理
解
し
に
く
く
、
ま
た
最
も
重
要
な
点
で
あ
ろ
う
自
他
と
時
制
の
問
題
に
つ
い

て
、
特
に
意
識
し
て
紙
数
を
裂
い
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
そ
の
他
の
、
い
わ
ば
細
か
な
文
法
事
項
に
は
あ
え
て
ふ
れ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
と
さ

え
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
私
は
こ
こ
に
柳
圃
の
語
学
教
育
の
方
針
が
反
映
し
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
つ
ま
り
、
初
学
者
が
細
か
な
点
に
と
ら
わ
れ
て
全

体
像
を
見
失

っ
て
し
ま
う
危
険
を
、
焦
点
を
絞
り
込
む
こ
と
で
避
け
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
あ
る
。
細
部
か
ら
全
体
へ
向
う
の
で

は
な
く
、
全
体
か
ら
細
部
へ

。
こ
の
教
育
方
針
は
、
語
学
教
育
の
上
で
は
極
め
て
妥
当
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
柳
圃
も
本
害
に
お
い
て
は
こ
の
教
育
方
針
を

な
お
‘

9

〈
種
々
ノ
詞
遣
ヒ
〉
は
い
わ
ば
重
要
構
文
集
と
も
い
え
る
も
の
で
あ
る
。
挙
げ
ら
れ
て
い
る
例
文
は
現
代
の
語
学
の
構
文
集
に
よ
く
み
ら
れ

る
よ
う
な
、
バ
ラ
バ
ラ
な
内
容
を
集
め
た
も
の
で
は
な
い
。
先
に
述
べ
た
と
お
り
、
内
容
的
に
は
わ
ず
か
六
パ
タ
ー
ン
し
か
な
い
が
、
こ
れ
は
ひ
と
つ
の

パ
タ
ー
ン
の
一
部
を
少
し
ず
つ
変
化
さ
せ
て
そ
の
日
本
語
訳
の
違
い
を
示
す
こ
と
に
よ
り
、
文
法
的
な
差
異
（
形
式
と
意
味
）
が
一
目
瞭
然
に
わ
か
る
よ

う
仕
組
ま
れ
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
二
六
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
す
べ
て
の
文
法
が
網
羅
さ
れ
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
が
、
い
た
ず
ら
に
た
く
さ
ん
の
短
文
を
用
い
て
本
質
的
な
こ
と
を
見
失
わ
せ
る
よ
り
は
、
必
要
最
小
限
と
も
い
う
べ
き
典
型
的
文
型
を
文
法
的
に

き
ち
ん
と
お
さ
え
さ
せ
よ
う
と
い
う
、
柳
圃
の
語
学
セ
ン
ス
と
も
い
う
べ
き
英
知
が
こ
こ
に
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
考
え
れ
ば
、
先
に
述
べ
た

13
〈
詞
品
回
〉
に
説
明
の
な
い
理
由
も
推
察
で
き
る
。
つ
ま
り
〈
詞
品
図
〉
の
概
念
は
確
か
に
重
要
な

も
の
で
は
あ
る
が
、
本
書
に
お
け
る
〈
詞
品
図
〉
は
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
ヘ
の
橋
渡
し
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
に
し
か
過
ぎ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
の

で
あ
る
。
し
か
し
、
実
際
の
講
義
で
は
口
語
に
よ
る
説
明
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
本
文
の
末
尾
に
も
あ
る
よ
う
に
別
著

「助
字
（
詞
）
考
j

を
テ
キ
ス

ト
と
し
て
併
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
要
点
は
十
分
に
説
明
し
え
た
と
思
わ
れ
る
。

最
後
に

10
〈N
o
u
d
e
n
之
事
〉
と
11
〈
種
々
ノ
結
ヒ
語
〉
に
み
え
る
訳
語
の
与
え
方
に
も
注
目
し
て
お
こ
う
。
こ
の

2
項
目
は
柳
圃
が
和
歌
の
豊
富
な
知

最
後
ま
で
貫
い
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
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註 〔補〕
九
頁

う
こ
と
に
し
た
。

っ
と
む

（
て
ら
だ
と
も
み

識
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
柳
圃
は
訳
と
し
て
与
え
た
日
本
語
が
学
習
者
に
わ
か
り
に
く
そ
う
な
も
の
、
す
な
わ
ち
文
語

で
あ
れ
ば
、
そ
の
す
ぐ
後
に
口
語
（
俗
語
）
訳
を
わ
ざ
わ
ざ
添
え
て
い
る
。
初
学
者
の
中
に
は
オ
ラ
ン
ダ
語
に
興
味
は
あ
っ
て
も
日
本
語
の
古
語
に
詳
し

く
な
い
者
も
い
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
者
に
と
っ
て
は
実
に
適
切
な
配
慮
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
こ
こ
に
は
、
外
国
語
に
目
を
向
け
る
の
も
大
事

だ
が
、
外
国
語
を
マ
ス
タ
ー
す
る
た
め
に
は
母
国
語
で
あ
る
日
本
語
の
知
識
が
必
要
で
あ
り
、
外
国
語
を
学
ぶ
こ
と
は
す
な
わ
ち
日
本
語
を
学
ぶ
こ
と
に

も
な
る
の
だ
、
と
い
う
柳
圃
の
外
国
語
学
習
に
対
す
る
姿
勢
が
読
み
と
れ
る
よ
う
に
思
う
。
い
い
か
え
れ
ば
、
「
外
国
語
学
習
者
の
心
得
」
が
こ
の
部
分
に

「蘭
学
生
前
父
」
に
み
ら
れ
る
以
上
の
よ
う
な
語
学
教
育
の
方
針
や
外
国
語
学
習
の
心
得
は
、
あ
る
意
味
で
は
ご
く
当
た
り
前
の
こ
と
で
あ
る
。
語
学

学
習
と
は
何
な
の
か
。
な
ぜ
外
国
語
を
学
ぶ
の
か
。
本
書
に
は
当
た
り
前
の
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
我
々
現
代
日
本
人
に
対
す
る
「
基
本
に
立
ち
返
れ
」

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
も
思
う
。
そ
し
て
江
戸
時
代
に
、
語
学
教
育
の
本
質
と
意
味
を
見
抜
き
、
実
践
し
て
い
た
中
野
柳
圃
の

語
学
に
対
す
る
考
え
方
の
正
当
性
と
、
先
見
の
明
に
改
め
て
驚
か
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

（註
2
)

「蘭
学
生
前
父
j

の
よ
み
は
、
馬
場
貞
由

「蘭
学
冠
履
辞
考
j

に
〈
ラ
ン
ガ
ク
セ
イ
ゼ
ン
フ
〉
と
振
り
仮
名
が
あ
る
た
め
、
本
稿
で
も
そ
れ
に
倣

杉
本
つ
と
む

「江
戸
時
代
蘭
語
学
の
成
立
と
そ
の
展
開
ー
長
崎
通
詞
に
よ
る
閾
語
の
学
習
と
そ
の
研
究
」
（
早
稲
田
大
学
出
版
部
・
昭
五
一
）
二
六

同
右
、
二
七

0
頁

垣
間
見
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
あ
る
。

（
す
ぎ
も
と

大
学
院
文
学
研
究
科
学
生
）

文
学
部
教
授
）
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